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市民意識調査によるサービス改善

＜見直し領域＞
重要度が低く満足度が高い施策

→その施策や事業が必要か否か
   の検討が必要

＜維持領域＞
重要度も満足度も高い施策

→現状の方向を継続

＜強化領域＞
重要度が高く満足度が低い施策

→内容等を見直し、市民満足度
   を高める事業を行う

＜検討領域＞
重要度も満足度も低い施策

→その施策や事業の存続の検討
   が必要
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I．重要度・満足度調査結果 

1. 重要度・満足度からみた施策の分析 

本調査報告書は、サービスの受け手である市民に対して、市の施策に対する満足度や重要

度について意見をうかがい、今後の市政運営に役立てることを目的として行われた平成 22

年度市民意識調査の分析結果をまとめたものです。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページに全 37 施策について、横軸に重要度、縦軸に満足度をとり、それぞれの平均値

を交点としたグラフに、各アンケート項目をプロットした散布図を示しています。「強化領

域」に位置する施策は、重要度が平均値より高く、満足度が平均値より低い、逆に「見直し

領域」に位置する施策は重要度が平均値より低く、満足度が平均値より高いということを表

しています。また、「維持領域」に位置する施策は、重要度も満足度も平均値より高い、逆

に「検討領域」に位置する施策は、重要度も満足度も平均値より低いということを表してい

ます。なお、座標点は、「強化領域」を■、「見直し領域」を●、「維持領域」を▲、「検討領

域」を◆で表しています。 

 

 

 

▲ 

■ ◆ 

● 



2 

地域地区

住宅

公園緑地

上水道及び簡易水道

下水道

道路

公共交通

*1 港湾・漁港

ごみ処理

情報通信

環境保全

災害に強いまちづくり

消防・防災

消費生活

子育て支援

障害者（児）福祉

高齢者福祉

健康づくり

病院事業

小・中学校

青少年教育

*4 成人教育・公民館スポーツ・レクリエーション

*8 文化芸術の振興

農業

林業

*2 水産業

企業誘致

商業・工業

勤労者福祉

観光

*5 コミュニティ

*7 ボランティア・ＮＰＯ

*3 地域間・国際交流

*6 男女共同参画社会の形成

人権問題

行政運営改革

-60%

-40%

-20%

0%

20%

40%

60%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

満
足
度

重要度

重要度×満足度

*1

*2

*3

*4 *5

*6 *7

*8

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重要度が高いにもかかわらず満足度が低い施策は「行政運営改革」、「病院事業」、「高齢者

福祉」が特に目立ち、そのほかの「勤労者福祉」、「商業・工業」、「小・中学校」、「公共交

通」、「消費生活」、「企業誘致」、「住宅」「地域地区」と合わせて 11 施策という結果になっ

ています。また、施策ごとの重要度と満足度の数値は、7 ページの一覧表のとおりです。 

以下の表は、4 年間の全施策の重要度と満足度の平均値の推移を表したものです。満足度

を経年で見ると、平成 19 年度から平成 20 年度にかけては 0.7％上がっていますが、平成

20 年度から平成 21 年度にかけては 1.7％下がっています。そして、平成 21 年度から平

成 22 年度にかけては 2.9％上がっています。 

 

平均値 平成 22 年度 平成 21 年度 平成 20 年度 平成 19 年度 

満足度 -9.8% -12.7％ -11.0％ -11.7％ 

重要度 12.5% 12.2％ 12.4％ 12.9％ 
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※ 「災害に強いまちづくり」のみ中項目にて調査を実施しているため、中項目での重要度

と満足度になっています。 

※ 小項目（施策）の「成人教育」「公民館」は「成人教育・公民館」、「商業」「工業」は

「商業・工業」の 1 施策としての重要度と満足度になっています。 

※ 各指標値の算出方法は、以下のとおりです。 

重要度：当該施策が重要であると選択した人の割合（選択件数／有効回答数） 

満足度：「満足率（「満足」、「まあ満足」と回答した人の割合）」から 

「不満率（「やや不満」、「不満」と回答した人の割合）」を控除した数値 

満足率：「満足」「まあ満足」と回答した人の数／有効回答数 

不満率：「やや満足」「不満」と回答した人の数／有効回答数 
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2. 重要度・満足度からみた施策の分析＜年代別＞ 

以下の図は、全 37 施策について、横軸に重要度、縦軸に満足度をとり、年代別（20 代、

30 代、40 代、50 代、60 代、70 代以上）に備前市全体の平均値（重要度 12.5%、満足

度-9.8%）を交点としたグラフに、各項目をプロットする形で示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 代における重要度・満足度を見ると、備前市全体の結果では、検討領域であった「観

光」が強化領域に位置づけられています。また、備前市全体の結果で強化領域にある 11 施

策のうち「消費生活」が維持領域へ、「地域地区」が検討領域に位置づけられています。 
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30 代における重要度・満足度を見ると、備前市全体の結果では、維持領域であった「子

育て支援」、検討領域であった「観光」が強化領域に位置づけられています。また、備前市

全体の結果で強化領域にある 11 施策のうち「消費生活」が検討領域に位置づけられていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 代における重要度・満足度を見ると、備前市全体の結果で強化領域にある 11 施策の

うち「消費生活」「高齢者福祉」がともに維持領域に位置づけられており、「地域地区」は、

検討領域に位置づけられています。 
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50 代における重要度・満足度を見ると、備前市全体の結果で維持領域であった「青少年

教育」が強化領域に位置づけられています。また、備前市全体の結果で強化領域である 11

施策のうち「小・中学校」が維持領域に位置づけられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60 代における重要度・満足度を見ると備前市全体の結果で強化領域である 11 施策のう

ち「小・中学校」「消費生活」がともに維持領域に位置づけられています。 
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70 代における重要度・満足度を見ると、備前市全体の結果で強化領域である 11 施策の

うち「住宅」が維持領域、「小・中学校」が見直し領域、「企業誘致」が検討領域に位置づけ

られています。 
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大項目 中項目 小項目（施策） 重要度 満足度

地域地区 16.3% -40.2%

住宅 19.2% -18.1%

公園緑地 3.1% -18.1%

上水道及び簡易水道 10.0% 52.9%

下水道 8.8% 23.4%

道路 4.8% -9.7%

公共交通 20.2% -39.2%

港湾・漁港 2.2% 2.1%

ごみ処理 8.6% 12.0%

情報通信 4.3% -14.4%

自然と共生するまちづくり 環境保全 7.5% -4.3%

河川改修・砂防施設整備

ため池・治山対策

海岸整備

消防・防災 5.8% 23.3%

消費生活 19.6% -10.7%

子育て支援 23.9% -1.7%

障害者（児）福祉 5.8% -6.0%

高齢者福祉 38.7% -15.2%

健康づくり 13.9% 1.5%

病院事業 46.7% -32.9%

未来を支える人材を育むまちづくり 小・中学校 21.1% -10.1%

青少年教育 15.0% -8.6%

成人教育

公民館

スポーツ・レクリエーション 2.7% 11.5%

歴史と文化の輝くまちづくり 文化芸術の振興 5.4% -4.9%

農業 4.3% -20.3%

林業 2.5% -15.8%

水産業 2.0% -2.1%

企業誘致 19.1% -47.6%

商業

工業

勤労者福祉 22.3% -43.6%

個性あふれる観光のまちづくり 観光 9.2% -20.3%

コミュニティ 3.2% -8.1%

ボランティア・ＮＰＯ 5.8% -2.7%

地域間・国際交流 1.0% -8.1%

男女共同参画社会の形成 3.8% -1.1%

人権問題 5.1% 5.9%

健全で自立した
まちづくり

簡素で効率的な行財政運営 行政運営改革 49.9% -31.7%

12.5% -9.8%

-4.4%

-45.9%

-9.9%生きがいのあるまちづくり

21.6%

2.1%

市民主体の協
働のまちづくり

ふれあい豊かなまちづくり

もてなしの心と
たくましさのある
まちづくり

市民主体で進めるまちづくり

豊かな食を支えるまちづくり

起業と創造が支えるまちづくり

平均

8.4%

安全で快適に
暮らせるまちづ
くり

健康でやさしさ
あふれるまちづ
くり

地域文化とひと
が輝くまちづくり

やさしさあふれるまちづくり

健やかで生き生きしたまちづくり

生活しやすいまちづくり

安全で安心して暮らせるまちづくり

災害に強いまちづくり

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※太字部分は、重要度が平均値を上回り、かつ満足度が平均値を下回っている（強化領域）の施

策を表しています。 
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順位 施策 件数 重要度

1 行政運営改革 405 49.9%

2 病院事業 379 46.7%

3 高齢者福祉 314 38.7%

4 子育て支援 194 23.9%

5 勤労者福祉 181 22.3%

6 商業・工業 175 21.6%

7 小・中学校 171 21.1%

8 公共交通 164 20.2%

9 消費生活 159 19.6%

10 住宅 156 19.2%

11 企業誘致 155 19.1%

12 地域地区 132 16.3%

13 青少年教育 122 15.0%

14 健康づくり 113 13.9%

15 上水道及び簡易水道 81 10.0%

16 観光 75 9.2%

17 下水道 71 8.8%

18 ごみ処理 70 8.6%

19 災害に強いまちづくり 68 8.4%

20 環境保全 61 7.5%

21 消防・防災 47 5.8%

22 障害者（児）福祉 47 5.8%

23 ボランティア・ＮＰＯ 47 5.8%

24 文化芸術の振興 44 5.4%

25 人権問題 41 5.1%

26 道路 39 4.8%

27 情報通信 35 4.3%

28 農業 35 4.3%

29 男女共同参画社会の形成 31 3.8%

30 コミュニティ 26 3.2%

31 公園緑地 25 3.1%

32 スポーツ・レクリエーション 22 2.7%

33 林業 20 2.5%

34 港湾・漁港 18 2.2%

35 成人教育・公民館 17 2.1%

36 水産業 16 2.0%

37 地域間・国際交流 8 1.0%

405

379

314

194

181

175

171

164

159

156

155

132

122

113

81

75

71

70

68

61

47

47

47

44

41

39

35

35

31

26

25

22

20

18

17

16

8

3. 重要度からみた施策の分析 

重要度調査（問 5「あなたは、次に示す項目のうち備前市のまちづくりにとって何が重要

だと思いますか？重要だと思うものを５つまで選んで、番号に○をつけてください。」）の結

果、もっとも重要度が高かった施策は「行政運営改革」405 件（49.9％）、次いで「病院

事業」379 件（46.7％）、「高齢者福祉」314 件（38.7％）となっています。 
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順位 満足率 施策 不満率 順位

1 62.9% 上水道及び簡易水道 10.0% 36

2 47.8% 下水道 24.4% 14

3 33.8% 消防・防災 10.5% 35

4 33.0% ごみ処理 21.1% 19

5 29.8% スポーツ・レクリエーション 18.4% 27

6 25.4% 道路 35.1% 9

7 19.0% 健康づくり 17.5% 29

8 18.7% 災害に強いまちづくり 23.2% 16

9 18.1% 子育て支援 19.9% 24

10 17.4% 病院事業 50.3% 2

11 17.1% 公園緑地 35.3% 8

12 16.9% 文化芸術の振興 21.8% 18

13 16.8% 住宅 34.9% 10

14 15.9% 人権問題 10.0% 36

15 15.0% 港湾・漁港 12.9% 32

15 15.0% 環境保全 19.4% 25

17 13.9% 小・中学校 24.0% 15

18 13.8% 高齢者福祉 29.0% 12

19 13.7% ボランティア・ＮＰＯ 16.4% 30

20 12.5% 観光 32.8% 11

21 12.3% 公共交通 51.5% 1

21 12.3% 障害者（児）福祉 18.4% 27

21 12.3% コミュニティ 20.5% 22

24 11.8% 青少年教育 20.5% 22

25 10.9% 男女共同参画社会の形成 12.0% 33

26 10.7% 成人教育・公民館 20.6% 21

27 10.4% 消費生活 21.1% 19

28 9.0% 地域地区 49.2% 4

28 9.0% 水産業 11.1% 34

30 8.3% 情報通信 22.7% 17

31 7.2% 地域間・国際交流 15.3% 31

32 5.1% 農業 25.4% 13

33 4.2% 行政運営改革 35.9% 7

34 3.3% 林業 19.1% 26

35 2.6% 商業・工業 48.5% 5

36 2.0% 企業誘致 49.6% 3

37 1.5% 勤労者福祉 45.1% 6

60.7%

47.8%

33.8%

33.0%

29.8%

25.4%

19.0%

18.7%

18.1%

17.4%

17.1%

16.9%

16.8%

15.9%

15.0%

15.0%

13.9%

13.8%

13.7%

12.5%

12.3%

12.3%

12.3%

11.8%

10.9%

10.7%

10.4%

9.0%

9.0%

8.3%

7.2%

5.1%

4.2%

3.3%

2.6%

2.0%

1.5%

10.0%

24.4%

10.5%

21.1%

18.4%

35.1%

17.5%

23.2%

19.9%

50.3%

35.3%

21.8%

34.9%

10.0%

12.9%

19.4%

24.0%

29.0%

16.4%

32.8%

51.5%

18.4%

20.5%

20.5%

12.0%

20.6%
21.1%

49.2%

11.1%

22.7%

15.3%

25.4%

35.9%

19.1%

48.5%

49.6%

45.1%

4. 満足率・不満率からみた施策の分析 

満足度調査（問 6「次に示す備前市の取り組みについて、あなたはどの程度満足していま

すか？各項目ごとにあてはまる番号を１つずつ選んで○をつけてください。」）の結果、「満

足」「まあ満足」と回答した人の割合（満足率）は、「上水道及び簡易水道」が 62.9%と

もっとも高く、次いで「下水道」が 47.8%、「消防・防災」が 33.8%などとなっています。 

一方、「やや不満」「不満」と回答した人の割合（不満率）が高い施策は順に「公共交通」

が 51.5%、「病院事業」が 50.3%、「企業誘致」が 49.6%などとなっています。 
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順位 施策 満足度

1 上水道及び簡易水道 52.9%

2 下水道 23.4%

3 消防・防災 23.3%

4 ごみ処理 12.0%

5 スポーツ・レクリエーション 11.5%

6 人権問題 5.9%

7 港湾・漁港 2.1%

8 健康づくり 1.5%

9 男女共同参画社会の形成 -1.1%

10 子育て支援 -1.7%

11 水産業 -2.1%

12 ボランティア・ＮＰＯ -2.7%

13 環境保全 -4.3%

14 災害に強いまちづくり -4.4%

15 文化芸術の振興 -4.9%

16 障害者（児）福祉 -6.0%

17 コミュニティ -8.1%

18 地域間・国際交流 -8.1%

19 青少年教育 -8.6%

20 道路 -9.7%

21 成人教育・公民館 -9.9%

22 小・中学校 -10.1%

23 消費生活 -10.7%

24 情報通信 -14.4%

25 高齢者福祉 -15.2%

26 林業 -15.8%

27 住宅 -18.1%

28 公園緑地 -18.1%

29 農業 -20.3%

30 観光 -20.3%

31 行政運営改革 -31.7%

32 病院事業 -32.9%

33 公共交通 -39.2%

34 地域地区 -40.2%

35 勤労者福祉 -43.6%

36 商業・工業 -45.9%

37 企業誘致 -47.6%

52.9%23.4%

23.3%

12.0%

11.5%

5.9%

2.1%

1.5%

-1.1%

-1.7%

-2.1%

-2.7%

-4.3%

-4.4%

-4.9%

-6.0%

-8.1%

-8.1%

-8.6%

-9.7%

-9.9%

-10.1%

-10.7%

-14.4%

-15.2%

-15.8%

-18.1%

-18.1%

-20.3%

-20.3%

-31.7%

-32.9%

-39.2%

-40.2%

-43.6%

-45.9%

-47.6%

5. 満足度からみた施策の分析 

満足度調査（問 6「次に示す備前市の取り組みについて、あなたはどの程度満足していま

すか？各項目ごとにあてはまる番号を１つずつ選んで○をつけてください。」）の結果、もっ

とも満足度が高かった施策は「上水道及び簡易水道」で 52.9％となっています。次いで

「下水道」23.4％、「消防・防災」23.3％などとなっており、満足度がプラス（「満足」

「まあ満足」と回答した人数が「やや不満」「不満」と回答した人数を上回っている施策）

の施策は 8 施策となっています。 
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6. 施策の重要度・満足度 

平成 22 年度調査における備前市全体の「重要度上位 10 施策」・「満足度下位 10 施策」

について、平成 21 年度、平成 20 年度、平成 19 年度の順位と比較しました。 

 

①  重要度上位 10 施策 

平成 22 年度の施策の重要度は高い順に

「行政運営改革」「病院事業」「高齢者福

祉」となっています。 

重要度の上位 3 施策は、「行政運営改革」

「病院事業」「高齢者福祉」となっており、

順位の入れ替わりはあるものの毎年同じ施

策となっています。 

 

 

 

 

 

②  満足度下位 10 施策 

平成 22 年度の施策の満足度は低い順に

「企業誘致」「商業・工業」「勤労者福祉」

となっており、昨年度と同じ結果となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

H22

施策名

1 行政運営改革 2 1 1

2 病院事業 1 2 2

3 高齢者福祉 3 3 3

4 子育て支援 4 4 7

5 勤労者福祉 7 12 9

6 商業・工業 11 8 4

7 小・中学校 8 9 11

8 公共交通 6 7 6

9 消費生活 5 5 10

10 住宅 9 6 5

H20
順位

H19
順位

順位
H21
順位

H22

施策名

37 企業誘致 37 36 37

36 商業・工業 36 35 35

35 勤労者福祉 35 32 34

34 地域地区 34 37 36

33 公共交通 33 31 32

32 病院事業 31 33 30

31 行政運営改革 32 34 33

30 観光 28 24 22

29 農業 29 27 20

28 住宅 30 29 31

H19
順位

順位
H20
順位

H21
順位
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II．施策指標値調査結果 

本調査では、施策評価を推進するにあたって設定した施策指標のうち、市民意識調査で実績

値を測定することが必要なものについても調査を行いました（問 7～24）。その結果を、施策

体系別に以下のように整理しています。 

なお、指標名の後ろに「※」がついている指標については、指標値が下がることにより成果

が上がる（値を下げることが目標である指標）を表しています。また、指標値の欄が「－」の

ものについては、調査を行わなかったものです。 

 

 

＜「備前市」の総合点＞ 

まちの総合点の調査（問 26「備前市全体についてお

伺いします。現在、あなたにとって備前市（まち全

体）は 100 点満点で何点ですか？」）の結果、50 点

台 が 195 件 （ 24.0 ％ ）、 60 点 台 が 164 件

（20.2％）、70 点台が 123 件（15.2％）などと

なっています。また、全体の平均点は以下のとおりで

す。 

 

 

 

 

 

 H22 H21 H20 

平均点 51.6 点 50.8 点 50.4 点

10点未満, 

12, 1.5%
10点台, 20, 

2.5%

20点台, 33, 

4.1%

30点台, 95, 

11.7%

40点台, 72, 

8.9%

50点台, 

195, 24.0%

60点台, 

164, 20.2%

70点台, 

123, 15.2%

80点台, 42, 

5.2%

90点以上, 

9, 1.1%

無回答, 46, 

5.7%
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1. 安全で快適に暮らせるまちづくり 

(1) 生活しやすいまちづくり 

 

施 策 指 標 名 H22 H21 H20 H19 H18 

公共交通 

週に1回以上市内路線バス

を利用している市民の割

合 

2.7% 3.8% 4.1% 4.6% 6.7% 

ごみ処理 

ごみの減量化、資源化に

取り組んでいる市民の割

合 

89.1% 87.5% 87.3% 84.1% 79.5%

 

(2) 自然と共生するまちづくり 

 

施 策 指 標 名 H22 H21 H20 H19 H18 

環境保全 

騒音、大気汚染などの公

害に悩まされている市民

の割合（※） 

20.7% 21.6% 22.8% 25.6% 23.3%

環境美化 

外出時のゴミは持ち帰る

ように心がけている市民

の割合 

88.0% 89.3% 87.1% 87.0% ― 

省資源・省

エネルギー 

照明、テレビ、エアコン

等のつけっぱなしに気を

つけたり、車の運転は急

発進、急加速をしないよ

うにするなどの省エネル

ギーを実践している市民

の割合 

88.8% 89.9% 89.2% 87.2% ― 

 

(3) 安全で安心して暮らせるまちづくり 

 

施 策 指 標 名 H22 H21 H20 H19 H18 

交通安全 

交通マナーが守られてい

ると感じている市民の割

合 

21.9% 23.2% 20.0% 21.1% ― 

消防・ 

防災 

災害の際の緊急避難場所

がどこか知っている市民

の割合 

69.4% 66.0% 69.7% 68.1% ― 

地域防犯 

治安が悪くなってきてい

ると感じている市民の割

合（※） 

31.8% 40.8% 41.7% 39.5% 39.4%

消費生活 

この1年間に何らかの消

費トラブルにあったこと

のある市民の割合（※） 

4.3% 7.3% 8.1% 8.7% 11.2%
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2. 健康でやさしさあふれるまちづくり 

(1) やさしさあふれるまちづくり 

 

施 策 指 標 名 H22 H21 H20 H19 H18 

子育て 

支援 

安心して子どもを生み育

てることができると感じ

ている市民の割合 

17.4% 12.4% 12.1% 18.0% 13.4%

高齢者 

福祉 

高齢者が安心して生活で

きると感じている市民の

割合 

15.0% 12.6% 11.5% 16.6% 17.6%

 

(2) 健やかで生き生きしたまちづくり 

 

施 策 指 標 名 H22 H21 H20 H19 H18 

健康 

づくり 

自分の健康に気をつけて

いる市民の割合 
89.3% 88.5% 90.9% 88.4% 88.1%

健康診査を毎年受けてい

る市民の割合 
74.2% ― ― ― ― 

たばこを吸っている市民

の割合（※） 
19.0% ― ― ― ― 

週に2日以上運動をしてい

る市民の割合 
25.6％ ― ― ― ― 

 

3. 地域文化とひとが輝くまちづくり 

(1) 未来を支える人材を育むまちづくり 

 

施 策 指 標 名 H22 H21 H20 H19 H18 

小・中 

学校 

子どもが楽しんで学校生

活をおくっていると感じ

ている市民の割合 

28.7% 28.1% 26.2% 30.7% ― 

学校給食 

学校給食において食育が

重要であると感じている

市民の割合 

67.3% 64.3% 66.6% 69.8% 54.7%
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(2) 生きがいのあるまちづくり 

 

施 策 指 標 名 H22 H21 H20 H19 H18 

成人教育・

公民館 

自発的な学習に取り組ん

だり、趣味の会やサーク

ル活動に参加している市

民の割合 

34.9% 32.3% 33.6% 33.2% 32.9%

スポーツ・

レクリエー

ション 

週に1日以上運動をしてい

る市民の割合 
42.4% ― ― ― ― 

 

4. 市民主体の協働のまちづくり 

(1) 市民主体で進めるまちづくり 

 

施 策 指 標 名 H22 H21 H20 H19 H18 

広聴広報 
「広報びぜん」を読んで

いる市民の割合 
85.5% 83.9% 85.8% 83.3% 83.7%

ボランティ

ア・NPO 

この1年で何らかのボラン

ティア活動を行ったこと

のある市民の割合 

38.0% 36.4% 34.9% 36.3% 35.3%

 

(2) ふれあい豊かなまちづくり 

 

施 策 指 標 名 H22 H21 H20 H19 H18 

男女共同 

参画社会の

形成 

地域や職場で男女が対等

に活躍できていると感じ

ている市民の割合 
20.6% 16.5% 17.6% 18.2% 13.9%
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5. 健全で自立したまちづくり 

(1) 簡素で効率的な行財政運営 

 

施 策 指 標 名 H22 H21 H20 H19 H18 

行政 

運営改革 

この1年間で市役所（総合

支所を含む）の窓口で、手

続き上の不便を感じたこと

がある市民の割合（※） 

19.7% 21.0% 23.1% 23.8% 22.1%

情報公開 

市の情報公開は進んでいる

と感じている市民の割合 
13.4% 12.9% 14.0% 13.0% 13.1%

情報公開制度や個人情報保

護制度があることを知って

いる市民の割合 

61.0% 59.4% 59.6% 61.1% ― 

広域行政 

合併の結果、生活環境がよ

くなったと感じている市民

の割合 

4.3% 3.3% 1.8% 3.1% 3.5% 

合併の結果、生活環境が悪

くなったと感じている市民

の割合（※） 

36.6% 37.7% 46.1% 32.6% 26.8%

その他事務

管理 

（議会） 

市議会の広報紙「市議会だ

より」を読んでいる市民の

割合 

64.6% 61.7% 60.5% ― ― 

市議会の広報紙「市議会だ

より」の発行を知らない市

民の割合（※） 

4.6% 7.5% 7.2% ― ― 

その他事務

管理 

（戸籍等） 

市の窓口での対応に満足し

ている市民の割合 
35.5% 31.0% 31.7% 33.4% 31.6%
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III．市政運営に関する調査結果 

＜市政運営への関心度＞ 

市政運営への関心度の調査（問 3「あなたは、

備前市の市政運営について関心をお持ちです

か？」）の結果、「関心がある」「どちらかといえ

ば関心がある」と回答した人の割合は 69.0%

（560 件）であり、「どちらかといえば関心がな

い」「関心がない」の 26.1％（212 件）を大き

く上回っています。 

 

＜財政運営と行政サービスとの関係＞ 

財政運営と行政サービスとの関係の調査（問 4

「市の収入が減少している中、今後、従来どおり

の行政サービスの維持さえ難しくなることが予想

されます。そこで、財政運営と行政サービスとの

関係について、あなたは、どのように考えます

か？」）の結果、「現在の財源の中で、行政サービ

スの質や量を見直すべきである」と回答した人の

割合は 76.3％（619 件）となっており、全体

の 7 割を占めています。 

 

＜市民意見の市政への反映度＞ 

市民意見の市政への反映度の調査（問 25「あな

たは、備前市の市政に市民の意見が十分に反映され

ていると思われますか？」）の結果、「十分反映され

ている」「まあ反映されている」と回答した人の割

合は 5.1%（42 件）であり、「あまり反映されてい

ない」「まったく反映されていない」と回答した

52.1%（423 件）を大きく下回っています。 

 

関心があ

る, 255, 

31.4%

どちらかと

いえば関

心がある, 

305, 37.6%

どちらかと

いえば関

心がない, 

146, 18.0%

関心がな

い, 66, 

8.1%

わからな

い, 34, 

4.2% 無回答, 5, 

0.6%

市民の負担

をふやしてで

も今のサービ

スを維持する

べきである, 

22, 2.7%

現在の財源

の中で、行政

サービスの質

や量を見直

すべきである, 

619, 76.3%

行政サービス

が低下して

も、将来的な

健全財政を

優先するべき

である, 107, 

13.2%

わからない, 

54, 6.7%

無回答, 9, 

1.1%

十分反映

されている, 

6, 0.7%

まあ反映さ

れている, 

36, 4.4%

どちらとも

いえない, 

241, 29.7%

あまり反映

されていな

い, 311, 
38.3%

全く反映さ

れていな

い, 112, 
13.8%

わからな

い, 93, 

11.5%

無回答, 12, 

1.5%
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53
6.5% 

63
6.4% 

63
7.1% 

91
10.0% 

114
8.7%

276
34.0% 

317
32.4% 

276
30.9% 

287
31.7% 

420
32.2%

205 
25.3%

238
24.4% 

209
23.4% 

229
25.3% 

291
22.3%

162
20.0% 

195
20.0% 

192
21.5% 

172
19.0% 

215
16.5%

99
12.2% 

111
11.4% 

127
14.2% 

108
11.9% 

112
8.6%

9
1.1% 

15
1.5% 

4
0.4% 

5
0.6%

34
2.6%

7
0.9% 

38
3.9% 

21
2.4% 

14
1.5% 

120
9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

平成18年度

住みよい まあ住みよい どちらともいえない

どちらかといえば住みにくい 住みにくい わからない

無回答

【 備前市全体 】

IV．住みやすさ・定住意向調査結果 

1. 備前市の住みやすさについての調査 

備前市の住みやすさの調査（問１「あなたは、備前市の住みやすさについてどう思われま

すか？」）の結果、「住みよい」と回答した市民の割合は 6.5%（53 人）、「まあ住みよい」

が 34.0%（276 人）で、両者を合わせると 40.5％（329 人）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、居住地別の結果は次ページのとおりです。「住みよい」「まあ住みよい」と回答した

市民の割合は、備前地域が 39.7%（222 人）、日生地域が 45.0%（58 人）、吉永地域

38.8%（45 人）となっており、日生地域のみが備前市全体結果の割合を上回っています。 
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36
6.4% 

37
6.1% 

38
6.6% 

52
8.8% 

79
9.1% 

186
33.3% 

185
30.3% 

170
29.6% 

184
31.0% 

274
31.5% 

139
24.9% 

136
22.3% 

131
22.8% 

142
23.9% 

188
21.6% 

119
21.3% 

142
23.2% 

130
22.6% 

128
21.5% 

157
18.0% 

66
11.8% 

73
11.9% 

92
16.0% 

77
13.0% 

83
9.5% 

7
1.3% 

13
2.1% 

3
0.5% 

2
0.3% 

20
2.3% 

6
1.1% 

25
4.1% 

11
1.9% 

9
1.5% 

70
8.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

平成18年度

【 備前地域 】

8
6.2% 

16
8.7% 

15
9.0% 

17
11.1% 

19
8.3% 

50
38.8% 

73
39.7% 

56
33.5% 

55
35.9% 

77
33.8% 

30
23.3% 

46
25.0% 

37
22.2% 

40
26.1% 

58
25.4% 

22
17.1% 

25
13.6% 

35
21.0% 

20
13.1% 

31
13.6% 

19
14.7% 

17
9.2% 

20
12.0% 

19
12.4% 

19
8.3% 

1
0.5% 

1
0.7% 

8
3.5% 

6
3.3% 

4
2.4% 

1
0.7% 

16
7.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

平成18年度

【 日生地域 】

8
6.9% 

10
7.9% 

9
8.7% 

16
12.9% 

15
8.5% 

37
31.9% 

41
32.5% 

35
33.7% 

39
31.5% 

63
35.8% 

35
30.2% 

42
33.3% 

32
30.8% 

37
29.8% 

41
23.3% 

20
17.2% 

18
14.3% 

17
16.3% 

19
15.3% 

23
13.1% 

13
11.2% 

13
10.3% 

9
8.7% 

10
8.1% 

9
5.1% 

2
1.7% 

1
0.8% 

1
1.0% 

2
1.6% 

6
3.4% 

1
0.9% 

1
0.8% 

1
1.0% 

1
0.8% 

19
10.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

平成18年度

住みよい まあ住みやすい どちらともいえない

どちらかといえば住みにくい 住みにくい わからない

無回答

【 吉永地域 】
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456
56.2% 

514
52.6% 

482
54.0% 

527
58.2% 

57
7.0% 

83
8.5% 

61
6.8% 

74
8.2% 

179
22.1% 

189
19.3% 

204
22.9% 

170
18.8% 

109
13.4% 

151
15.5% 

116
13.0% 

122
13.5% 

10
1.2% 

40
4.1% 

29
3.3% 

13
1.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

今の場所に住み続けたい 市内でよいところがあれば引っ越したい

市外へ引っ越したい わからない

無回答

【 備前市全体 】

2. 定住意向調査結果 

定住意向の調査（問２「あなたは、これからも今の場所に住み続けたいと思いますか。そ

れとも他へ引っ越したいと思いますか？」）の結果、「今の場所に住み続けたい」と回答した

市民の割合は 56.2％（456 人）、「市内でよいところがあれば引越したい」が 7.0％（57

人）となっており、備前市に定住したいと考えている市民は 63.2％（513 人）となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、居住地別の結果は次ページとおりです。備前市に定住したいと回答した市民の割合

は、備前地域が 63.7％（356 人）、日生地域が 62.0％（80 人）、吉永地域が 64.7％

（75 人）となっており、日生地域のみが備前市全体の割合を下回っており、備前地域と吉

永地域は備前市全体の割合を上回っています。 
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69
53.5% 

99
53.8% 

88
52.7% 

93
60.8% 

11
8.5% 

20
10.9% 

14
8.4% 

16
10.5% 

29
22.5% 

25
13.6% 

39
23.4% 

23
15.0% 

20
15.5% 

33
17.9% 

20
12.0% 

21
13.7% 

7
3.8% 

6
3.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

【 日生地域 】

316
56.5% 

310
50.7% 

310
53.9% 

344
57.9% 

40
7.2% 

51
8.3% 

35
6.1% 

45
7.6% 

128
22.9% 

130
21.3% 

139
24.2% 

116
19.5% 

66
11.8% 

95
15.5% 

75
13.0% 

80
13.5% 

9
1.6% 

25
4.1% 

16
2.8% 

9
1.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

【 備前地域 】

69
59.5% 

80
63.5% 

64
61.5% 

71
57.3% 

6
5.2% 

6
4.8% 

6
5.8% 

9
7.3% 

20
17.2% 

21
16.7% 

19
18.3% 

23
18.5% 

19
17.2% 

17
13.5% 

13
12.5% 

20
16.1% 

1
0.9% 

2
1.6% 

2
1.9% 

1
0.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

今の場所に住み続けたい 市内でよいところがあれば引っ越したい

市外へ引っ越したい わからない

無回答

【 吉永地域 】
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13
1.6% 

15
1.8% 

26
3.2% 

21
2.6% 

28
3.5% 

15
1.8% 

2
0.2% 

7
0.9% 

93
11.5% 

247
30.5% 

688
84.8% 

635
78.3% 

583
71.9% 

663
81.8% 

513
63.3% 

272
33.5% 

361
44.5% 

312
38.5% 

208
25.6% 

163
20.1% 

38
4.7% 

67
8.3% 

103
12.7% 

46
5.7% 

174
21.5% 

257
31.7% 

168
20.7% 

163
20.1% 

376
46.4% 

292
36.0% 

11
1.4% 

21
2.6% 

9
1.1% 

14
1.7% 

8
1.0% 

5
0.6% 

7
0.9% 

6
0.7% 

2
0.2% 

7
0.9% 

19
2.3% 

27
3.3% 

45
5.5% 

23
2.8% 

46
5.7% 

43
5.3% 

42
5.2% 

61
7.5% 

77
9.5% 

48
5.9% 

27
3.3% 

28
3.5% 

30
3.7% 

29
3.6% 

26
3.2% 

136
16.8% 

147
18.1% 

185
22.8% 

37
4.6% 

36
4.4% 

15
1.8% 

18
2.2% 

15
1.8% 

15
1.8% 

16
2.0% 

83
10.2% 

84
10.4% 

77
9.5% 

18
2.2% 

18
2.2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食事のしたく

食事の後片付け

掃除

洗濯

買い物

子どものしつけや教育

子どもの育児や世話

老人や病人の世話

近所や親類の付き合い

自治会や町内会活動

主として夫・父 主として妻・母 夫婦同程度 主として子ども 家族全員 その他 無回答

V．男女共同参画に関する調査結果 

＜男女の役割分担に対する意識＞ 

男女の役割分担に対する意識の調査

（問 27「あなたは、男女の役割分担に

対する意識についてどう思いますか？」）

の結果、「男女とも仕事を持ち、家庭でも

責任を分担するのがよい」と回答した人

の割合が、59.6％（481 人）ともっと

も高く、次いで、「男女の固定的な役割分

担にとらわれず、女性が仕事を持ち、男

性が家庭にいるのもよい」が 15.7％

（127 人）となっています。 

 

＜家庭での役割分担＞ 

家庭での役割分担についての調査（問 28「あなたのご家庭では、日ごろ次のような役割を

主に誰が行っていますか？」）の結果、食事のしたく、食事の後片付け、掃除、洗濯、買い物

は、「主として妻・母」と回答した人の割合が 6 割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性は仕事、女

性は家庭, 90, 

11.2%

男女とも仕事を持

ち、家庭は女性に

責任, 52, 6.4%

男女とも仕事を持

ち、家庭でも責任

分担, 481, 59.6%

男女の固定的な

役割分担にとらわ

れない, 127, 

15.7%

その他, 36, 4.5%

無回答, 21, 2.6%
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73.0%

40.1%

36.1%

35.3%

32.5%

10.3%

9.3%

8.5%

4.0%

0.6%

5.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男女の役割分担についての社会通念、
慣習・しきたりなどが根強いと思うから

女性が能力を発揮できる環境や機会が
十分でないと思うから

能力を発揮している女性を適正に評価
する仕組みが欠けていると思うから

男女の平等について、男性の問題意識
が薄いと思うから

男女の平等について、女性の問題意識
が薄いと思うから

女性の意欲や能力が男性に比べて劣っ
ていると思うから

育児や介護などを男女がともに担うた
めのサービスや制度がないと思うから

専業主婦に有利な税制や社会保障制
度が男女の役割分担を助長していると
思うから

わからない

その他

無回答

＜性別による優遇＞ 

社会通念、慣習、社会制度における男性と女

性の優遇についての調査（問 29-1「あなたは、

社会通念、慣習、社会制度について、男性と女

性ではどちらが優遇されていると思います

か？」）の結果、男性が優遇されている（「男性

の方が非常に優遇されている」「どちらかとい

えば男性の方が優遇されている」）と回答した

人の割合は、62.4％（504 人）となっています。 

また、男性が優遇されていると回答した 504 人に、男性の方が優遇されている原因をうか

がった（問 29-2 男性の方が優遇されている原因について、あてはまると思う番号を 3 つま

で選んで○をつけてください。）結果、「男女の役割分担についての社会通念、慣習・しきたり

などが根強いと思うから」が 73.0％ともっとも多く、次いで、「女性が能力を発揮できる環境

や機会が十分でないと思うから」が 40.1％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性が非常に

優遇, 68, 8.4%

どちらかといえ

ば男性が優遇, 

436, 54.0%
男女平等, 126, 

15.6%

女性が非常に

優遇, 13, 1.6%

どちらかといえ

ば女性が優遇, 

35, 4.3%

わからない, 

116, 14.4%
無回答, 13, 

1.6%

n=504 
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58.7%

50.3%

36.1%

20.2%

18.5%

16.6%

14.3%

9.9%

9.2%

7.6%

6.9%

6.4%

1.2%

6.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

病人や高齢者などの介護等に対する社会
的サービスの充実

保育サービスや学童保育など仕事と子育
ての両立支援の充実

学校教育、社会教育などの場での男女の平等

と相互の理解や協力についての学習の充実

出産休暇や育児休業などの制度の充実

町内会など、地域コミュニティ活動におけ
る男女共同参画の推進

職場における男女平等な取り扱い等の周
知徹底

女性の就労機会の確保と就業教育や訓
練の充実

女性の政策決定の場への積極的登用

男女共同参画社会にかかわる情報の収
集・提供

広報紙、講演会などによる男女の平等や
慣習の見直しなどの啓発

リーダー養成など女性の人材育成の推進

女性に対する暴力の防止及び被害者の支
援促進

その他

無回答

＜女性の就業＞ 

女性の就業についての調査（問 30

「あなたは、女性の就業についてどう思

いますか？」）の結果、「結婚・出産を機

に仕事をやめ、子どもが大きくなったら

再び就業した方がよい」と回答した人の

割合が 51.7％（417 人）ともっとも高

く、次いで、「子どもができても、ずっ

と仕事を続ける方がよい」が 31.6％

（255 人）などとなっています。 

 

＜男女共同参画社会の実現における行政の役割＞ 

男女共同参画社会の実現における行政の役割の調査（問 31「あなたは、男女共同参画社会

の実現のために行政がすべきことはなんだと思いますか？」）の結果、「病人や高齢者などの介

護等に対する社会的サービスの充実」と回答した人の割合が 58.7％、「保育サービスや学童保

育など仕事と子育ての両立支援の充実」が 50.3％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ずっと仕事を続け

る, 255, 31.6%

結婚・出産を機に

仕事をやめ、再び

就業する, 417, 

51.7%

子どもができるま

でに仕事をやめ

る, 20, 2.5%

女性は就業しな

いほうがよい, 17, 

2.1%

その他, 75, 9.3%

無回答, 23, 2.9%
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64.4%

62.2%

22.2%

20.0%

11.1%

8.9%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

殴る、蹴るなどの身体的暴力を受けた

携帯電話をチェックされたり、無視された
り、暴言を吐かれたり精神的暴力を受けた

見たくないポルノビデオを見せられたり、いや

がっているのに性的行為を強要されたり、避妊

に協力してくれないなどの性的暴力を受けた

生活費を入れてくれない、外で働くことを
妨げるなどの経済的暴力を受けた

外出を制限する、友人、親戚との付き合い
を禁止するなどの社会的隔離を受けた

その他

無回答

＜DV（ドメスティック・バイオレンス）＞ 

DV（ドメスティック・バイオレンス）について

の調査（問 32-1「あなたは、今まで DV（ドメス

ティック・バイオレンス）と思われる行為を受け

たことがありますか？」）の結果、「はい」と回答

した人の割合は 5.6％（45 人）、「いいえ」は

85.6％（691 人）となっています。 

また、「はい」と回答した 45 人に、どのような

行為を受けたかについてうかがった（問 32-2 ど

の行為を受けましたか？あてはまる番号全てに○をつけてください。）結果、「携帯電話を

チェックされたり、無視されたり、暴言を吐かれたり精神的暴力を受けた」と回答した人の割

合が 64.4％、「殴る、蹴るなどの身体的暴力を受けた」が 62.2％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、「はい」と回答した 45 人に、DV（ドメスティック・バイオレンス）と思われる行

為を受けたとき、どこに相談したかについてうかがった（問 32-3「DV（ドメスティック・

バイオレンス）と思われる行為を受けたとき、どこへ相談しましたか？」）結果、「どこへも相

談しなかった」と回答した人の割合が 53.3％、「親族」が 31.1％などとなっています。 

 

 

 

 

はい, 45, 

5.6%

いいえ, 691, 

85.6%

わからない, 

50, 6.2%

無回答, 21, 

2.6%

n=45 
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53.3%
31.1%

17.8%
8.9%

4.4%
2.2%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

親族

友人・知人

民生委員

医師・カウンセラー

弁護士

人権擁護委員

警察

市や県の相談窓口

どこへも相談しなかった

その他

無回答

民間の相談機関

38.7%

35.3%

31.4%

26.5%

25.2%

20.8%

20.0%

17.4%

13.6%

13.4%

2.7%

1.2%

12.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

DVは犯罪となる行為をも含む重大な人権
侵害であることの周知・啓発

被害者への身の安全を保障できる場所
（シェルター等）の提供

被害者への相談窓口をふやしたり、相談
窓口の情報提供

被害者への弁護士、警察、裁判所などに
よる法的援助

お互いの人権を大切にする教育の充実

被害者への経済的な自立に向けた支援

被害者への医師、カウンセラーなどの医
療・心理的援助

被害者に対する周囲の理解と協力

被害者への民間支援グループなどによる
援助

加害者への指導やカウンセリング

加害者への罰則の強化

その他

無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DV（ドメスティック・バイオレンス）への支援や対策についての調査（問 33「DV をなく

すためには、どのような支援や対策が必要だと思いますか？」）の結果、「DV は犯罪となる行

為をも含む重大な人権侵害であることの周知・啓発」と回答した人の割合が 38.7％、「被害者

への相談窓口をふやしたり、相談窓口の情報提供」35.3％、「被害者への身の安全を保障でき

る場所（シェルター等）の提供」が 31.4％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=45 
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調査の概要 

1. 調査方法と回収結果 

(1) 調査地区 

岡山県備前市全域 

(2) 調査対象 

市内在住の 20 歳以上 75 歳未満の男女 2,000 人 

(3) 抽出方法 

平成 22 年４月１日現在、満 20 歳以上 75 歳未満の市民から無作為抽出。 

(4) 調査方法 

調査票を郵送にて配布し、郵送にて回収。 

(5) 調査期間 

平成 22 年 4 月 20 日（火）～5 月 7 日（金） 

(6) 回収結果 

 

 平成 22 年度 平成 21 年度 平成 20 年度 平成 19 年度 平成 18 年度

抽出数 2,000 人 2,000 人 2,000 人 2,000 人 3,000 人 

返送 8 件 6 件 10 件 13 件 18 件 

実送付数 1,992 人 1,994 人 1,990 人 1,987 人 2,982 人 

有効回答数 811 人 977 人 892 人 906 人 1,306 人 

有効回答率 40.6％ 49.0% 44.8% 45.6% 43.8% 

注）返送は、転居先不明などにより返ってきたものです。 

 

(7) 留意点 

①  結果は百分率で表示しました。百分率は小数点第 2 位を四捨五入したため、比

率の合計が 100％と一致しない場合があります。 

②  一部の人を対象とする質問では、質問対象者数を分母にして算出しました。 

③  複数回答の場合の百分率の合計は、100％を超えます。 

④  二重回答や判読不能の回答などは、無回答に含めています。 

⑤  サンプル数（n=）を記載していないグラフは、有効回答数 811 を分母としてい

ます。 



29 

2. 回答者の属性 

(1) 性別 

性別を見ると、「男性」が 39.3%、「女性」が 59.9%となっています。 

平成 22 年 3 月 31 日現在の住民基本台帳人口（本調査の対象が満 20 歳以上

75 歳未満の市民のため、調査対象外の人口は除いています）と比較すると、男性の

回答割合が低いという結果になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 年齢 

年代別に見ると、「60～69 歳」が 33.3％ともっとも高い割合となっています。 

平成 22 年 3 月 3１日現在の住民基本台帳人口と比較すると、「20～29 歳」、

「30～39 歳」「40～49 歳」と回答した人の割合がやや低く、「60～69 歳」と回

答した人の割合がやや高い結果となっています。 

 

 

 

 

 

男性, 

319, 

39.3%

女性, 

486, 

59.9%

無回答, 

6, 0.7%

市民意識調査回答者

男性, 

13,172 , 

49.4%

女性, 

13,499 , 

50.6%

【参考】住民基本台帳人口

（20歳以上75歳未満）

平成22年3月31日現在

20～29歳, 

65, 8.0%

30～39歳, 

97, 12.0%

40～49歳, 

110, 13.6%

50～59歳, 

147, 18.1%

60～69歳, 

270, 33.3%

70歳以上, 

107, 13.2%

無回答, 

15, 1.8%

市民意識調査回答者

20～29歳, 

3,741 , 

14.0%

30～39歳, 

4,230 , 

15.9%

40～49歳, 

4,358 , 

16.3%

50～59歳, 

5,068 , 

19.0%

60～69歳, 

6,449 , 

24.2%

70歳以上, 

2,825 , 

10.6%

【参考】住民基本台帳人口

（20歳以上75歳未満）

平成22年3月31日現在
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(3) 居住地域 

居住地域別に見ると、「備前地域」が 68.9％、「日生地域」が 15.9%、「吉永地

域」が 14.3%となっています。 

 

 

(4) 備前市での居住年数 

居住年数別に見ると、「20 年以上」と回答し

た人の割合が 78.8％ともっとも高く、次いで

「10 年以上 20 年未満」が 10.6％、「５年以上

10 年未満」が 3.8％などとなっています。 

 

 

 

2年未満, 

18, 2.2%

2年以上

5年未満, 

24, 3.0% 5年以上

10年未満, 

31, 3.8%

10年以上

20年未満, 

86, 10.6%

20年以上, 

639, 78.8%

無回答, 

13, 1.6%

備前地

域, 559, 

68.9%

日生地

域, 129, 

15.9%

吉永地

域, 116, 

14.3%

無回答, 

7, 0.9%

市民意識調査回答者

備前地

域, 

17,988, 

67.4%

日生地

域, 

5,406, 

20.3%

吉永地

域, 

3,277, 

12.3%

【参考】住民基本台帳人口

（20歳以上75歳未満）

平成22年3月31日現在
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(5) 職業・業種 

職業別に見ると、「会社員」と回答した人の割合が 23.7％ともっとも高く、次い

で「無職」が 23.8％、「専業主婦・専業主夫」が 18.0％などとなっています。 

また、「自営業」「会社員」「公務員」「パート・アルバイト・派遣社員」と回答し

た 430 人の業種を見ると、「サービス業」が 31.6％、次いで「製造業」が 26.5％

となっています。 

 

(6) 家族構成 

①  世帯人員 

世帯人員別に見ると、「２人」が 28.1％、

「5 人以上」が 24.3％、「３人」が 23.2％、

「４人」が 14.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

1人, 58, 

7.2%

2人, 228, 

28.1%

3人, 188, 

23.2%

4人, 120, 

14.8%

5人以上, 

197, 24.3%

無回答, 

20, 2.5%

自営業, 83, 

10.2%

会社員, 192, 

23.7%

公務員, 40, 

4.9%

パート・アル

バイト・派遣

社員, 115, 

14.2%

専業主婦・

専業主夫, 

146, 18.0%

学生, 9, 1.1%

無職, 193, 

23.8%

その他, 22, 

2.7%

無回答, 11, 

1.4%

職業

農林漁業, 

11, 2.6%

建設業, 23, 

5.3%

製造業, 

114, 26.5%

運輸・通信

業, 19, 4.4%

卸売・小売

業, 40, 9.3%

金融・保険

業, 15, 3.5%

サービス業, 

136, 31.6%

官公庁, 27, 

6.3%

その他, 25, 

5.8%

無回答, 20, 

4.7%

業種
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②  子ども 

養育中の子どもの有無について見ると、

「いる」が 24.3％、「いない」が 75.0％と

なっています。 

また、「いる」と回答した 197 人の子ど

もの人数は、「２人」と回答した人の割合が

40.1％ともっとも高く、次いで「1 人」が

30.5％、「３人」が 24.4％などとなってい

ます。さらに、子どもの年代別で見ると、

「就学前（0 歳～5 歳）」の子どもがいると回答した人の割合は 39.6％、「小学生」

が 61.4％、「中学生」が 38.6％、「それ以外（高校生、大学生など）」が 55.3％と

なっています。 

  

 

 

1人, 60, 

30.5%

2人, 79, 

40.1%

3人, 48, 

24.4%

4人以上, 

7, 3.6%

無回答, 

3, 1.5%

子どもの人数

いる, 197, 

24.3%

いない, 

608, 75.0%

無回答, 6, 

0.7%

子どもの有無

39.6%

61.4%

38.6%

55.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

就学前(0歳～5歳)

小学生

中学生

それ以外

無回答

子どもの年代別

n=197 n=197 
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③  65 歳以上の高齢者 

同居家族（回答者本人以外）に 65 歳以

上の高齢者が「いる」が 49.9％、「いな

い」が 49.3％となっています。 

 

 

(7) 病気や障害 

現時点で長期的な病気や障害を「抱えている」と回答した人の割合が 31.2％、

「抱えていない」が 67.4％となっています。 

また、「抱えている」と回答した 253 人のうち、日常生活に支障がある（「支障が

ある」「やや支障がある」）と回答した人の割合は、48.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 利用する医療機関 

病気にかかったとき、もっともよく利用す

る医療機関は、「市内の民間病院・医院」と

回答した人の割合は 32.3％、「市外の病院・

医 院 」 が 29.3 ％ 、「 市 立 吉 永 病 院 」 が

13.1％、「市立備前病院」が 9.4％などと

なっています。 

 

いる, 405, 

49.9%

いない, 

400, 

49.3%

無回答, 

6, 0.7%

市立備前

病院, 76, 

9.4% 市立日生

病院, 42, 

5.2%

市立吉永

病院, 106, 

13.1%

市内の民

間病院・医

院, 262, 
32.3%

市外の病

院・医院, 

238, 29.3%

この1年間

医療機関

へ行ってい
ない, 67, 

8.3%

無回答, 20, 

2.5%

抱えてい

る, 253, 

31.2%

抱えてい

ない, 

547, 

67.4%

無回答, 

11, 1.4%

長期的な病気や障害の有無

支障があ

る, 45, 

17.8%

やや支障

がある, 

78, 30.8%

あまり支

障はない, 

73, 28.9%

支障はな

い, 55, 

21.7%

無回答, 

2, 0.8%

日常生活への支障の程度

n=253 
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(9) パソコンの所有と利用状況 

パソコンの所有状況は、家にパソコ

ンがある（「家のパソコンでインター

ネットを使っている」「家のパソコンは

使っているが、インターネットは使っ

ていない」「家にパソコンはあるが、

使っていない」）と回答した人の割合は

71.0％となっています。 

また、「家のパソコンでインターネッ

トを使っている」と回答した人の割合は 43.2％、「家のパソコンは使っているが、

インターネットは使っていない」が 8.6％となっています。 

 

(10) 携帯電話の所有と利用状況 

携帯電話を「持っている」と回答した人の割合は 85.0％、「持っていない」は

14.2％となっています。 

また、携帯電話を「持っている」と回答した 689 人の利用状況は、「通話」が

96.2％、「メールの送受信」が 67.3％、「サイトの閲覧」が 21.9％となっています。

なお、利用状況については、該当する選択肢をすべて選ぶ設問となっています。 

 

 

家のパソコ

ンでイン

ターネット
を使ってい

る, 350, 

43.2%

家のパソコ

ンは使って

いるが、イ
ンターネッ

トは使って

いない, 70, 

8.6%

家にパソコ

ンはある

が、使って
いない, 

156, 19.2%

家にパソコ

ンはない, 

199, 24.5%

分からな

い, 12, 1.5%

無回答, 

24, 3.0%

持ってい

る, 689, 

85.0%

持ってい

ない, 

115, 

14.2%

無回答, 

7, 0.9%

携帯電話の所有状況

96.2%

67.3%

21.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

通信

メールの送受信

サイトの閲覧

携帯電話の利用状況

n=689 
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(11) 車の所有台数 

車の所有台数は、「2 台」と回答した人の

割合が 37.6％ともっとも高く、次いで「3

台以上」が 35.4％、「１台」が 20.5％など

となっています。 

 

 

1台, 166, 

20.5%

2台, 305, 

37.6%

3台以上, 

287, 

35.4%

なし, 40, 

4.9%

無回答, 

13, 1.6%
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自由意見 

1. 男女共同参画社会に関する自由意見 

年齢／性別 意        見 

20 代／男性 
４０代以上の人、特に６０代以上の人は、まだまだ男尊女卑が激しいと思

う。 

20 代／女性 劇団「虹」の活動は立派だと思う。 

30 代／男性 意味がわからないので教えてほしい！ 

30 代／女性 
妊娠がわかってからも、経済的理由のため就職活動をし、出産前まで働かな

ければならない人に対しての採用口を。 

30 代／女性 
これってピンとこないんですけど、男女平等で差別がなく明るい社会になっ

てほしいと思います。 

30 代／女性 
男性も女性も、経済的にも精神的にも自立できるようにしなければ、真の男

女共同参画社会にはなれないと考えます。 

30 代／女性 
備前市の会社で働いたことがないので、何とも言えませんが、現実問題で

は、出産後の復帰は気持ち的に、体力的に、なかなか難しいと思う。 

40 代／男性 

女性の中にもバリバリ働く気のない人もおり、みんな働け、というのもどう

かと思う。学校で「○○君」「○○さん」をやめるとか、男女平等のはき違え

は混乱を招くだけだと思う。「性差」はあっていい。 

40 代／女性 

DV・・・夫婦（恋人）間だけでなく、兄弟・親子など親族間まで法的に罰せ

られるよう、被害者支援保護等が受けられる行政を願っています。年配の

（男）方は生活の中で女性を差別した扱いが強く、同居している上で不便さ

を感じ、ストレスを感じています。 

50 代／男性 

出産休暇や育児休暇などを行っているが、中小企業では亘って休まれると、

その分、他の人負荷が増加してしまうし増員する余裕もありません。出産休

暇で休む場合の増員者の人件費を市で負担してほしい。 

50 代／男性 

ジェンダーフリーと言われますが、要は女性の地位向上とか女性の擁護に重

点が置かれます。それは、女性の歴史的な位置付けとか、女性が子を産み育

てる母性を持っていることと関連しているため、自然な考え方ではあります

が、一部これはどうかと思われる事例があります。あくまで両性を互いに尊

重し合う意識が重要なのであり、教育とか意識の啓発には十分な施策と予算

を準備しなければなりません。ハード面の充実は一回きりで終わる施策なの

で予算的に組みやすいかもしれませんが、継続的な施策が必要です。 

50 代／女性 

男女平等と社会ではよく言われますが、そのため女性が強くなってきたよう

に感じます。家庭の中にまで、社会現象が入り、子育て、子どもの成長に悪

影響を与えるのではと心配しています、お互い思いやりの心がなくなってい

るように感じます。 

50 代／女性 
男女共同ということもわかるけど、お互いの理解、周りの理解と周知が必要

と思う。 

50 代／女性 

子どもが障害者の場合に母親が仕事に行けなかったり、受診のため仕事を休

むことが増え、正社員の職に就けない。受診の場合は、父親も交互に職場の

年休など無理なく取れるようにしてもらいたい。女性の働く場所が少ない。

パートがほとんどで時給も安い。 



37 

50 代／女性 
女性が優遇されている職場が多いと思うが、女性がその環境に甘えている場

合がある。もっと自立してもらいたい。 

50 代／女性 
女性が就業することが男女共同参画社会ではなく、それを含んだ社会全体

が、そうなるべきだと思います。 

50 代／女性 
５年ほど前、シェルターの問い合わせに備前市役所に行ってみましたが、

シェルターの存在すら知っていない対応でした。お粗末です。 

60 代／男性 
地域的（備前市内）な産業構造もあると思うが、やはり男性上位の方がすべ

て社会が円滑にかつ、地域社会の向上が図られる。 

60 代／男性 

男女共同参画は大切なことですが、少し勘違いをしている部分があると思わ

れる。男女ともに自由に同等に何でもすればよいと思い、子どものしつけが

全くできていなく注意もできない親が増えている、共同参画も重要である

が、子育てを最優先しないと日本の今後が危うい。 

60 代／男性 

健診の際、男女を同じ検診車に入れることがある。車２台の時は男女別にし

てはどうか。１台の時は、女が入っている時は男を入れさせないよう気を配

るべきだと思う。 

60 代／男性 

家庭内では弱いくせに、外では大きな態度、男性側の問題意識を変えないと

前進しない。女性側も、爆発寸前まで我慢しないで、機会があるごとにおだ

やかに発言すべきだ。それをバックアップする機関として警察や裁判所があ

る。市民も意見をしっかりと言い、役所もそれを真摯に受ける。他県から来

た者にとって、岡山県はまだまだ問題意識が不足している。 

60 代／男性 人それぞれなのに形にはめた事を言わないこと。 

60 代／男性 

男女は平等であるが性差を越えて平等を主張するのではなく、男女の性的特

徴を十分に加味した男女共同参画社会が望ましく、何でも男女は絶対的に平

等であると考えには反対である。 

60 代／男性 

高齢者でいうと昔からの住民と新住民との会話することがない社会になって

いる。特に地元の若い老人（55～67 歳）は積極性がない。地域包括支援セ

ンターの人たちにもっと地域を回ってほしい。（老若男女の）介護予防教室を

広範囲に実施してほしい。 

60 代／男性 
役所が全面的に平等になった時、はじめて社会全体に説明なり推進ができる

のではないか。 

60 代／男性 男女共同参画はよいが、女性にもっと社会的責任感を持ってもらいたい。 

60 代／女性 
男女平等はいいが、礼儀作法の方で女性らしさが欠けてきているように思

う。男らしさ、女らしさは必要と思う。 

60 代／女性 
夜中に病気になってもなかなか受け入れる病院がないこと。備前には、女性

が働く会社が少ない。 

60 代／女性 
十人十色、百人百色、千人千色であるから、何かと「共同参画」には反対で

す。自由気ままがいいです。 

60 代／女性 

男性、女性の差別なく一人の人間として、仕事をするにも、家庭のことや

（老人の世話）、子ども、孫の世話等、できるだけ精一杯頑張っています。家

族がそれぞれ協力して、その時々にできることを分担して生活しておりま

す。男女共同参画社会は、まず、家庭づくりの中からと考えています。 

60 代／不明 常に平等であること。 
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70 代／男性 一人でも楽しい毎日であってほしい。安定した生活であってほしい。 

70 代／男性 男女共同参画なる意味が今ひとつよくわからない。 

70 代／男性 

行政改革で、もうこんな無駄な行政の取り組みは、早くやめた方がよい。男

性、女性の尊厳を犯す罪男的行為に他ならない。もっと明るく、建設的な施

策に取り組んでください。 

70 代／女性 

男女共同参画は、女性も仕事に対して甘えることなく、男性以上に仕事がで

きるということを証明するとともに、上司も女性だからということを度外視

して、男性女性でなく、仕事においてどれだけの能力があるかをしっかりと

見る目を養うことが大切だと思う。上司に意見をしても女性だからと無視さ

れることも多く、特に民間の会社において差別をする上司が多い。 

70 代／女性 

あらゆる場で周知、徹底するように行われているが、案外、高齢者の男性

に、今までの慣習、しきたりで、男性は台所に入ったりするのは恥のように

思い、当然、女性がするものという考えが根強い。若い人の方が進んでい

る。職場、地域の中に、まだ、男性が優遇されていることが残っていること

が多い。特に町内会等、役割は男性ばかり。知っていても実行できていない

我が家。 
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2. 市政に関する自由意見 

年齢／性別 意        見 

20 代／男性 

税金を給料としている人（議員他）すべてにおいて、人数や金額が多すぎ

る。茶臼山や、城山、イベントが減るのはどうかと思う。地元の子どもたち

の発表の場が減るのは、マイナスになりすぎる。公務員は、市民のために働

きたいと思っているなら給料を減らすべき。市民の楽しみをなくして、市民

が増えるわけがない。 

20 代／男性 

産業 不定形耐火物以外に産業がない。新しい産業を誘致していない。ブ

ルーライン、国道２号、港インフラは悪くないはず。 観光 いつまで備前

焼と、カキオコに頼るのか、備前カレーも民間ではないのか。そもそも住民

が減っているため行政サービスが下がる。新しい住民を獲得するには、どの

ように考えているのか？ 福祉もいいが若い世代を住まわすためには職、環

境が十分に整備されていないのでは？ 消費が備前で行われてない。●●な

どが給料を出しても消費地は岡山市内、兵庫である。 

20 代／男性 
アルファビゼンの有効利用。商店街活性化の促進。次世代を担う若者の雇

用。働く場所の確保。若者が住む、働く環境づくり。 

20 代／男性 
光はいつ開通するのですか？ 地デジ化はいつ完成するのですか？ 電車の

本数は増えないのですか？ 買物をするのに不便です。 

20 代／男性 
市道、県道の路面状態が悪すぎる。何年も備前市に住んでいるが一向に改善

されないのはなぜ？（備前市役所前他多数） 

20 代／男性 備前市を活性化のために年１回の備前焼祭を年２回にした方がよいと思う。 

20 代／男性 

日生の橋は必要ではない。経済効果を生まない。 国道 2 号の複線化をして

ほしい、旧山陽道の交通量を減らすために。備前市運動公園を使いやすくす

るために、バスなどのＪＲとの連携をとってもらいたい。 備前市の広告な

どは日生メインというよりは、すべてをまとめてやってほしい。閑谷や備前

焼などで観光にもう少し力を入れてほしい。 働く場が少ないと思うので企

業の誘致を頑張っていただきたい。 市役所の窓口の対応が、上からものを

言う態度が教育がなっていない。リストラがないからと態度がデカすぎる。

民間の会社では通用しない。他の役所のサービスなりを見習いなさい。 市

の広告であるとかの看板の設置など案内板がわかりにくい。市営の駐車場な

どの整備など。 

20 代／女性 

合併しても、合併のメリット、統一がなされていない。ゴミ料金はバラバ

ラ。公立病院は３つもある。どうかしている。合併したのだからもっと効率

のよい運営を目指すべき。理念が見えない。 議員の数が多すぎる。確かに

合併前に比べ半減しているが、本当に議論できる人は少ない。少数精鋭でよ

いのでは・・・。 近隣の市町にない何かがほしい・・・。頑張れ備前市。 

20 代／女性 
市民税を安くしてほしい。 市議の人数を減らす。 運動施設に緊急時のた

めの酸素を設置してほしい。（ＡＥＤだけではなく・・・） 

20 代／女性 シカしか渡らない橋は要らない！ 

20 代／女性 
４月１日から備前市に引っ越ししてきたため、まだ備前市のことがよくわ

かっていません。ただ、お店などが少なく、不便だと思います。住んでいる
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所によるのかもしれませんが。ちょっとしたことでも、瀬戸内市や岡山市ま

で出ることになってしまいます。２号沿いも、閑散としていてさびしい気が

します。もっと活気がある市になればいいと思います。 

20 代／女性 

備前市は、のどかで落ちつくし、備前焼という伝統的な文化もあって好きで

す。けれど娯楽施設が少ないというかほとんどないのが残念です。映画館や

カラオケなどの施設が近くにできればいいです。 あと電車の本数が少ない

です。（長船止まりを備前片上くらいまで延ばしてほしいです。） 

20 代／女性 

備前病院の対応、そして受診科目が少なく不便である。なので岡山の病院へ

受診を行うようになる。もっと市民のための病院をつくってはどうか？ 日

生の橋は本当に必要でしょうか？ 

20 代／女性 
今までいろいろなアンケートがきましたが、そのアンケートに対しての意見

があるのでしょうか？ 

20 代／女性 
旧アルファビゼンは取り壊して、更地にしてほしいです。見ているだけで暗

い気持ちになります。 

20 代／女性 

備前市内にある役所の職員は、市内に住んでいる人を雇用すべきである（結

婚後、引っ越した・・・など、特別な理由がない限り）。実際、備前市内にお

いて生活をされてない方たちには、感じない不便もあるだろうし。自分の住

んでいないまちを「よくしよう」という気持ちが湧いてくるのだろうか？

疑問です。 少子高齢化が進み、財源不足なのは承知ですが、お金を使わな

いことを美徳と考えるのは間違いだと思います。ある程度の投資をしてまち

を発展させなければ、衰退するばかりだと思います。せっかく、全国的にも

備前焼も有名なのにー。 

20 代／女性 
求人が増えるよう考えてほしい。 産婦人科をつくって、できたら市内で出

産できるようにしてほしいです。 

20 代／女性 

インターネットの光ができない。有線より光が必要性が高いと思われるので

残念です。 電車の本数が１時間に１本しかないので不便です。 必要性の

ないものはつくらず、今の若者に負の財産ばかりを残さないようにしてほし

い。 

20 代／女性 

ネットのつながりが悪い。ケータイが圏外になる。共同アンテナでテレビを

見ているが、デジタル放送をどうやったら見られるようになるか情報がな

い。困っている。 税収入の落ち込みの中、どう財政を立て直すのか不安で

ある。小学校時代から備前市は借金が多い市だと言われ続けていて、市に対

して自信もプライドもないこと。できれば、将来、市外に出たいという友人

が多い。大好きな地元のために、人をよぶためのことより、今いる人のため

にできることから始めてほしい！ 

20 代／女性 

備前市はお店が少ないと思います。和気の辺は、まだましな方です

が・・・。私は買い物でよく赤穂に行きます。３０分もかかりますが、よい

お店が多いので。 

20 代／女性 
備前市のためにとても頑張っていただいていると思います。今後も備前市の

発展するために、このアンケート結果を活かせてください。 

20 代／女性 

現在、日生に橋の建設が進んでいるようですが、本当に必要な橋なのでしょ

うか。財政難の中、無駄なことはやめてほしい。子どもたちの世代にまで赤

字（多額の借金）を残してほしくないので。 支所の窓口の方、わかってい

ないことが多々ありすぎでは？ 対応の良い方、悪い方がおりました。 
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20 代／女性 町内市内で、若い人が働く場所が少ないと思う。 

20 代／女性 

何をしているのか、よくわからない。生活する上で、サービスが必要になっ

たら、市政にも興味が持てるかもしれないが、今、独身で家族と同居なら、

なおさら興味が持てない。また、なぜ、自身がアンケートに選ばれたのかも

わからない。 

30 代／男性 
産婦人科を備前市内に設置してください、妊娠して片道３０分以上かかるよ

うでは安心して子どもをつくれない。 

30 代／男性 

バスを赤穂まで行けるようにしてほしい。ＪＲ赤穂線の無人駅と有人駅で快

速をつくってほしい。それでさらに相生まで日生から乗り換えなしで行ける

ようにしてほしい。 

30 代／男性 

備前地域の活気がないので、商業施設などを増やしてほしい。買い物も岡山

市内や赤穂に行くことが多いのでもう少し近場に大型ショッピングセンター

があれば助かる。 

30 代／男性 子どもを育てやすいまちにしてほしい。市立病院３カ所も要らない。 

30 代／男性 

市民の声をきっちりと反映し、ちゃんとした市政をすること。合併して数年

がたちますが一体感がなさすぎます。 きっちりとした都市計画をするこ

と。 合併後、無駄な公共設備の民営化。 人口減少に伴う幼保の一元化お

よび小中学校統廃合で小中学校を一貫すること。 備前市に病院は３カ所も

要りません。備前病院と吉永病院の２カ所にして日生病院は縮小して、ヘリ

コプターおよび消防署を寒河へ１カ所新設し、きっちりした市政の運営を望

みます。 すべてオープンにすること、特に大きな事業や税金の使われ方な

どをきっちりとすること。フレキシブルにすること。 

30 代／男性 

市議会議員を削減することはいいですが、その費用が残された議員の給料に

なるというのはどういうことかと思う。削減し浮いた金は別のことに使われ

ることが当然であると思う。議員の給料は市民税から出るのであり、もっと

考えて使ってほしい。 

30 代／男性 

市民税ってどのように使われているのか知りたい。額が高いと思うので使い

道の明細が欲しい。 備前焼で有名だが、もっとでかい祭りをして観光客が

たくさん来る日があってもよい。何かおとなしく元気を感じない。自然があ

るのだから自然を売りにしてもよいのでは。 

30 代／男性 

母子家庭は国から手当が出るが、父子家庭は出ない。保育園等の費用も同

様。学校行事等で会社を休む時等、女性は簡単に休めるが、男性はなかなか

休ませてくれない。世の中が、男親は子育てにかかわりにくくできている。 

30 代／男性 

夜間の２号工事で渋滞が起こる頻度が高い。改修工事の頻度を減らすことは

できないか。できないのであれば、抜け道など別ルートをつくれないか。

２号の音が非常にうるさい。国道沿い民家に配慮し、バイパスや高速道路み

たいに防音壁を設置してもらえないか。 

30 代／男性 

市内でドライブや買物に出かけたり、赤穂線に乗ると必ずいつも目について

不快な思いをするのは、マナーを守らないモラルに欠ける高齢者、年寄り。

駅のホームや禁煙場所でタバコを吸っていたり、必ずといっていいほど割り

込みをして、通路をふさいで、大声で話したり、携帯を使ったり、車の運転

もウインカーを出さず、信号無視をしたり・・・挙げればきりがない。これ

からますます高齢者は増加するので高齢者にマナーを守らせたり、モラルを
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向上させるような政策をしてほしい。年をとったら何をしてもいいという自

己中心的な自分勝手な考え方を改善する何かいい方法があればいいのだ

が・・・。注意しても無駄なので。 

30 代／男性 

広報誌の内容がわかりづらく読みにくい。 学校の学区を考え直してほし

い。年寄りは母校を残したいと思うだろうが、子どもが少人数で育つの

は・・・。吉永の場合、神根、三国と合併すれば３９人できつきつの１クラ

スが２クラスになり余裕もできます。教員の数、給料、電気代等削減できま

す。卒業生の声ではなく、実際に親の声を聞いてみてはいかがでしょうか。

備前市になり、吉永のよいところが削減の対象にばかりなっていると思う。

総合保健施設、吉永病院の駐車場が狭い。職員が使いすぎ！ 自転車かバス

を使ったらよい。もったいない。 バスが大きすぎる。和気のようなマイク

ロバスにしたら？ アンケートは出さなくても意見ある人が言える場所を設

けてください。 質問が多すぎる。紙がもったいない。反映されていない。

聞くだけか。 

30 代／女性 

備前地域に住んでいます。買い物、銀行等利用するのは他市が主です。近く

便利という理由もありますが・・・。将来、子どもには胸を張って備前市に

住んでほしい！とは私は言えません。財政はどこの市、県でも苦しいのはよ

くわかります。市民からの税金を無駄使いするのではなく、よく判断した上

で本当に必要なことだけを行ってほしいです。これから備前市を背負うのは

子どもたちだと思います。人口の減少を食い止めるために一日でも早くみん

なの求める備前市をつくってほしいと思います。 

30 代／女性 備前市には素敵な場所がたくさんあるのに、活かされてないと感じます。 

30 代／女性 市議の給料が高いと思います。もう少し障○ 

30 代／女性 

子どもが少ないせいか公園が全体的に少ない。 備前全体の道路が大型ト

ラックの運搬が多いのでこわい。 バスの本数が減ってきているし、不便。

下水道が全体的にまだまだ、場所によって様々。 夜は道路に明かりがあま

りない。 デイケアサービス関係の送迎バスがあればと思う。 女性の働け

る会社が少ない。 エコハウスができているが、小学校、保育園が、何か利

用できる場所と将来なってほしい。 若い夫婦が住みにくい土地です。 

30 代／女性 

この調査用紙そのものが（色・材質）暗くてイメージが悪い。暗くてわかり

にくくて記入しにくい。できれば白色の用紙を使ってほしかった。（予算がな

く再生紙を使ったのなら仕方がないが！） 

30 代／女性 
市議が税金滞納などもってのほか。そういうことも情報公開してほしいで

す。 

30 代／女性 

片上駅前か西片上駅前などに市営駐車場をつくられてはいかがでしょうか。

備前市は土地が広く、運営しづらい部分もあると思いますが、中心部はどこ

なのかを決められ、まずはそこから開発を進められてはどうかと思う時があ

ります。 このアンケートにもかなりの予算と手間をかけられていると思い

ます。こうして意見を書ける機会がいただけてありがたいと思う反面、選択

肢をもう少し練り直した方がよい設問があるのではないか？ 集計をして、

市政にどう反映するのか？（他機関が同様のアンケートを行っているが、そ

こから得られる情報では不十分なのか？） 郵送代を節約できるような方法

はないのか？ など、幾つか疑問に思う部分もありました。 問題として取
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り上げられる部分も多く、私たち市民の要求も様々で、大変なことも多いと

思いますが、これからもよろしくお願いします。 

30 代／女性 

備前市全体を便利で住みやすいまちにしてほしいです。 各バス停の掃除は

どのようにするか教えてほしい。 ゴミの分別指導とか燃えるゴミの時、何

を捨てているかきっちり調べてほしい。 

30 代／女性 日生の橋を中止してほしい。 

30 代／女性 
住みやすいまちと感じています。２０１０年２月頃引っ越しして以来、安心

して毎日を送っています。 

30 代／女性 

子育てに関して、地域で子どもが減少しているので、親の負担が大きいもの

になっている。もう少し学校、地域の協力や配慮ができればと思っていま

す。 女性の人材育成を強化するような講座や講習を市で進めてほしいで

す。今のままの講習等は同じ人ばかりになっているので、すごく偏っている

のではないかと思い、もったいないです。あと、入りにくい部分もありま

す。情報発信の方法など、いろいろな団体と連携してやったらいいと思いま

す。 

30 代／女性 

以前、千葉県の職員が税金で卓球台を買ったり、私的な旅行を旅費として

使っていましたが、備前市はどうなのでしょうか？ 千葉県は徹底的に調べ

てわかったのだと思いますが、備前市も徹底して調べてほしいです。 市役

所の窓口に用があって行っても、気づいているはずなのに、なかなか職員が

窓口まで来てくれないことがしょっちゅうです。 

30 代／女性 

今の備前市はさびれていくだけです。若者は減っていくばかりで年寄りが増

えていると思います。今の状態では私たちは備前市を早く出たいですね。

財政状態よくないのでは？ 第二の夕張市にならないようにしてもらいたい

です。 市職員・議員まだ多いように思えますよ。備前市、活気がない！

おもしろくない、楽しくない。以上。 

30 代／女性 みんなが元気になれるような市政をお願いいたします。 

30 代／女性 
産業、商業、子育てとすべての面で他の市町村に比べて劣っていると思うの

で、もっと住みやすい、住み続けたいと思う市にしてほしい。 

30 代／女性 

小学校以下の子どもは、子育て支援など、遊び場や施設がある。高齢者もデ

イサービスや施設がある。小学生や中学生など、外で遊べる所が少ないよう

に思う。男の子は特に大勢で遊ぶので、この年代の子どもたちが遊べる場所

が欲しいです。 

30 代／女性 

安心して男女が働けるような企業をもっと増やしてほしい。 主に女性が

（母親）安心して働けるように、幼稚園、保育園の教育制度を向上させてほ

しい。 保育料をもっと安くしてもらいたい。 

30 代／女性 

子どもの医療費を、和気町などで実施している中学校３年までを一刻も早く

実現してほしいです。毎月一度は、持病があるため、検査などで費用がかか

ります。よろしくお願いします。 

30 代／女性 

いつもありがとうございます。家の近くのあぜ道が工事されて舗装されまし

た。私も子どもも大好きな散歩道でした。ザリガニ、メダカもいます。秋に

は彼岸花も咲き乱れ美しい道です。岡山市から遊びにきた子どもたちは珍し

がり喜びます。何でもかんでもきれいに舗装することがよいのでしょうか？

車は通りやすくなりますが、自然を残すことをもっと大事に考えていただき
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たいと思いました。子どもたちに残したいものをもっと考えたいと思ってい

ます。 

30 代／女性 

市の税収が減っているのなら、港も近いし、高速も近いので企業誘致頑張っ

てください。スーパー、レンタルＣＤ屋、ご飯屋さんが増えるとうれしいで

す。 税収が減っているのに橋をつくるのは、どうにも納得できません。

ＦＭの電波があまり入らない。ワンセグも見れないので不便。 ネット環境

をよくしてほしい。 

30 代／女性 
母子家庭へもう少し援助してほしい（今までにも一度も母子手当をもらった

ことがない）。  暴走族をどうにかしてほしい。 

40 代／男性 

外国人参政権・・・反対  ゴミ処理費用・・・炉は耐用年数があるものだ

から、ある時期に更新は必要で、変にけちっては立ち行かなくなるのでは。

将来的に増収は見込めないのだから、安定的に継続可能なレベルの行政を目

指すべきではないか。 地方の抱える課題である人口減、税収減に対応する

方法を模索してみてはどうか。 

40 代／男性 こんなのに金使うな！ 

40 代／男性 
子どものスポーツに対してもっと力を入れるべきである（少年団など、また

小～中学校も含めて）。 

40 代／男性 
観光資源や産業を活かし、特徴あるまちづくりを推進していただきたく思い

ます。 

40 代／男性 

議員定数の見直し→減少へ。 公務員（市職員）の給与見直し→減少へ。

企業、産業の誘致（雇用の促進）。 光ファイバーの各家庭へラストワンマイ

ル化。 備前焼まつりを作家のためでなく、市全体のために盛大に！ 吉永

地域をもっと盛り上げることにより、備前、日生もともに活性化し市全域に

広がる。 ブルーラインの無料化により、２号の夕方の渋滞はかなり緩和さ

れたが、まだ少し残っている。何か対策はないでしょうか？ 伊里、穂浪の

車歩分離信号は、時間帯、曜日を考慮すべし！ 伊部（浦伊部）神田電気～

備前電化センターのカーブが危なかったが、縁石工事のため、さらに狭くな

り危険が増している。 仲間釣具店のところで切れている歩道により自転車

が急に国道へ出るため、非常に危ない。 等々、もっと計画性を持った整備

をお願いしたい！ 市政だけで解決できない部分もあろうかと思いますが、

鋭意努力してください。我々市民も協力します。西岡市長を応援します。こ

のような意識調査は重要です！ ありがとう。 

40 代／男性 備前市の人口に対して、市議が多いと思います。 

40 代／男性 

備前市に来て２年ほどになりますが、まちに変化があったように感じること

は一つもありません！ 住みやすくなったように感じたこともありません。

活気を感じたことがありません！ 選挙でわいわい言って当選した人が、そ

の後何をしてるかわかりません。活動してますか？ 市というには人が少な

くさびしい印象しかありません。 

40 代／男性 
市民の要求に迎合せず、真に将来を見据えた財政の健全化を目指してほし

い。子や孫の世代に我々の借金を負担させたくないので。 

40 代／男性 
県の情報ハイウェイ構想に従って、情報インフラの整備を、市が主導してほ

しい。 
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40 代／男性 

ゴミについて。広域処理が中止されたが、備前の焼却場で、日生、吉永分の

ゴミを処理できるのか？ 運搬や持ち込みについて地元地区の了解は得てい

るのか？ 決定した情報だけが報告されて、市の説明や対応が後手に回って

いるように思う。 

40 代／男性 市長はもっと市民の声に耳を向けましょう！ 

40 代／女性 

これから高齢者の方が増えるので、高齢者への支援に力を入れていることは

いいことだと思っているし、不満等はありませんが、我が子たちが成人した

時に働くことが、この備前市であるだろうかと不安があります。備前市から

一度出てまたＵターンしようと思っても、働く場所がなければ、無理なよう

に思います。（毎月の広報びぜんを見ても人口がどんどん減っています！）も

う少し企業誘致等、今の子どもたちが将来備前市から出て行かない対策もし

てほしいです！ 

40 代／女性 

民間の企業が厳しい昨今、公務員である行政にはあまり危機感がないように

思う。財政が厳しいのならそれなりにボーナスゼロである等大胆に対応して

ほしい。ＪＡＬにできることができないはずないと思う。市民に負担増を強

いる前にもっともっと努力してほしい。公務員はぬるすぎる。 

40 代／女性 

高齢者の人で、バスの交通（回数が少なくなった）が悪くなったと言う人の

声をよく聞きます。若い人は車がありますが、お年寄りの人は足がないの

で、大きいバスではなく５～６人用のバンにして、回数を増やしてあげては

どうでしょう。回数が少ないので利用しないと言う人がよくいます。 

40 代／女性 

上下水道料金が高すぎる。もっと安くしてもいいと思う。 備前に住んで１

２～１３年になるが、全然活気がない市内だと思う。工業関係は大企業が発

展しているように思えるが、商業関連がもっと目立つように、近隣の町のよ

うに２４時間営業しているスーパーとか、食にも困らない外食産業をもっと

活躍できる都市へと移行して、古いまちの印象から近代的な発展しているま

ちになるようにと願います。 

40 代／女性 
日生病院が役に立たない。内科、外科の緊急外来に対応してほしい。それが

できないなら、要らない病院。 

40 代／女性 

ビジョンが見えてこない（日生の橋をつくることしか伝わってこない）。

ホームページが見にくい。 ＪＲ赤穂線の便数を増やしてほしい。 道路整

備が遅れている（特に通学路）。 学校安全ボランティアさんの活動を市で支

援してほしい（ボランティアさんの自主的活動にまかせっぱなしのように思

える）。学区によってバラつきが激しい。 

40 代／女性 

早く備前市全体の下水道整備が完了すればよいと思う。 備前市は働く所

（会社）が減ってきていると思う。したがって若い人が市外・県外へ出て行

き、子どもが減り、活気のない市へ着々と進んで行っていると思う。 

40 代／女性 職員の仕事ぶりは、ずさんである。 

40 代／女性 

合併後の特例措置が平成２６年度までで、その後５年間で減額調整されると

聞きます。それに対処すべき行財政改革は行っていることとは思いますが、

一律に減額するのではなく、不用なことへの支出は廃止し、逆に必要なこと

へは増額するなど、メリハリのついた予算配分を望みます。備前市の将来を

見据えた改革を実行してください。 あわせて下記のことを検討してくださ

い。 市営バスの運行形態は、学校や部活の始まりや終わり時間に合わせた
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時刻での運営を望みます。そうすれば、雨天時に親が学校へ送迎することな

く、バスに乗車する子どもが増えるのでは。 類似施設の廃止、統合、閉

鎖、譲渡等を早期検討。保育園を含む教育施設の統廃合計画を早期検討。

合併前から開催しているイベントの統廃合。無理なら旧市町でそれぞれ一つ

だけ選択してイベントだけに公費での補助を行う。 税および税外未収金の

収納対策。財源の確保と負担の公平性。 

40 代／女性 

休日の当番医について。子どもが調子を崩し、休日に当番医の先生に電話し

ても、小児科ではないから・・・と、３件ほど電話しても受け入れてもらえ

ませんでした。結局、小児科ではない医院に事情を告げ診察していただきま

したが、広報で（小児科）などの記載と、常に、休日でも小児科医が診察し

てくれる体制があれば安心して生活できると思います（あと診察してくれる

時間も書いてほしいです）。 確定申告の時間を夕方５時まで延長していただ

きたい（市役所での）。 備前市は税金が高いので、もう少し低くなれ

ば・・・。 備前市議の方で、一度も発言されておられない方があります

（インターネットでありました）。 もう少し備前市のことを考えて、市政が

よくなるようにしていただきたい。 

40 代／女性 

モノよりもヒトを優先できる仕組みをつくってほしい。中学校の部活で人数

が少ないところは廃部になって、そのまま復活できないという現状や、障害

のある子どもが入園、入学する時、支援の先生がつくかつかないか予算に左

右されるという現状、特別支援学級に入りたいと希望しても３人以上いない

と予算の都合でつくれないといった現状などは、お金の問題である。あちこ

ちの道路はお金をかけて整備しているが、道路などより、まずは人間のこと

を臨機応変に優先させてほしい。モノの整備は先送りできても、子どもの今

は過ぎていく。今しないといけないことを優先できる横のつながりの仕組み

をつくってほしい。 

40 代／女性 小児科医をもっと増やしてほしい。 

40 代／女性 市内での行事で、同じようなのがあるのは、１つにしてはどうでしょうか。 

40 代／女性 

片上小学校の自校給食が継続されるようになった。署名の効果があってよ

かったと言いたいところだが、そうではないと思う。継続することで予算的

に厳しくなることや、共同調理場から運ばれてくる給食がおいしくないもの

のような言われ方、自校給食でないと食育ができないような言われ方はおか

しい。署名をするにしても、もっと説明があり考える必要があったのではな

いかと思う。誰でもいいから書いて、という協力の仕方が多くなりがちなの

で署名が集まったから意見を聞くという市側にも問題があるのではないで

しょうか？ 

40 代／女性 低所得者への減免、助成等見直してほしい。少なすぎです。 

50 代／男性 

なぜ片上の花火大会を５月にしたりするのか？ 花火は夏の風物詩、子ども

のころ浴衣を着てうちわを持って汗をかきスイカを食べながら花火を見る、

今でも子どものころの思い出があります。これからの子どもたちに想い出に

なるのでしょうか？ その辺の考え方、発想、いろいろあるのでしょうが私

にはわかりません、こんなところからさびしいまちになりましたね。 

50 代／男性 
住環境整備（道路改良計画、下水道の進捗状況等）の現状を見込み、計画を

もう少し詳しく知りたい。 粗大ゴミの収集方法等地域差があるように思わ
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れるが、平均化するような考え方はあるのでしょうか？ 冬期の日生地域の

イベントによる交通環境の不便さを改善させるような取り組みはあります

か？ 

50 代／男性 
市会議員の人数が多いのではないですか？ もっと減らしてもいいと思いま

す。 

50 代／男性 

何といっても人は重要、若い人が地元に残りたい観光や教育施設・政策を充

実させようとする方向性を持って、人が、特に若い人々が集う「住みたい」

「行ってみたい」「もう一度訪れたい」と思う備前市を目指しませんか。 

50 代／男性 
幼稚園給食について。市内に給食の所ところとそうでない所があるのは不公

平に思う。 市内に中心的な所がない。 公園が整備されていない。 

50 代／男性 

残念ながら日本国全体として金がないのであるから、市財政もスリム化する

必要があると思います。そして市民も我慢が必要です。声高に叫ぶ一部住民

にとらわれることなく、良識ある声なき声を聞いてほしいと願います。 

50 代／男性 

アルファビゼンの活用。現在修繕しないと使用できないのか。このまま放置

するより、現在の状況で使用できるのであれば、話題性のあるイベント等の

有効利用。市外からの一般客の集客。 

50 代／男性 

合併して１市２町で行政運営していく中で、偏る配分ではなく、備前市全体

が住みよいまち・市づくりをしていただきたい。 市外に出ている家族が

帰ってくるような政策をしていただき、備前市は住みよいまちであると胸を

張って言えるまちに。 

50 代／男性 
収入が減ったり、ボーナスもなくなり、それでも、税金や物価が上がって生

活が大変です。 

50 代／男性 現市長は何を考えているかわからない。 

50 代／男性 

市窓口についての対応、やや向上しているように思えるが、他市窓口と比較

すればやや劣る感じがする。金融機関ほどの窓口接遇は望んでいないが、基

本的な接遇が人によって違うように思える、気持ちよい職員もいるが、そう

でない職員もいる、本人はそれがわかっていないのだろうと思う。接遇マ

ナーの基本的マニュアルはあるのだろうか。なければ職員全員に配付すると

よい。電話対応についても同じことです。市民はよく見ていますよ。 

50 代／男性 
市職員のリストラ、市議会議員の定数半減および議員報酬の３分の１への削

減。だいたい議員活動をするのが年間１００日ぐらいだと思うから。以上。 

50 代／男性 

インターネット、光ファイバー、光ケーブル等、充実してほしい。 介護用

移送車、ストレッチャー等の介護タクシーが旧備前地区になく、日生町、和

気町から来てもらうのはいかがなものかしら、ぜひ、旧備前市にも１台は必

要だと思います。 備前市とは名ばかりで、工業、農業、水産業等に力を入

れて、若者が働く場所のある市にしてほしい。就職先がない所（働く場所の

ない所）に繁栄はなく、人口増加、消費が盛んになることはない。 市会議

員の人数（市民の人口に比べて）削減、報酬減額を考慮すべきだと思います

（名古屋市同様に）。 市会議員の働きを目に見える形にしてもらいたい。

交通の便（ＪＲ）のよい片上にアパート、マンションを増やし岡山、神戸通

勤の人たちのベッドタウン。 また、介護に力を入れてケアハウス、グルー

プホーム、老人ホーム等増設、人口の増えるまちを目指してほしい。人口増

加により消費も増加。今のままでは備前市沈没・・・危機感欠如。 
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50 代／男性 

日生架橋は多大な資金がかかり、架橋後も維持管理費が必要になり、実施す

る重要性が本当にあるのか？ もっと市民の安全・安心に係わる事業が山積

している（水害対策等）。島の住民にとって重要な問題とは思うが、市全体で

は改善すべきところはたくさんある。そちらの方にも資金を使ってもらいた

い。 

50 代／男性 

固定資産税をもっと安くしてもらいたい。自分の物、家、屋敷に税金がかか

ること自体に疑問を持っている。家など、自分のものなのに、自分のもので

はないようだ。本当に腹立たしく思っている。まともに働いても、給料は安

いのに税金を強制的に取るのは、ギャングと一緒だとまでにも思っている。 

50 代／男性 活気ある備前市にしてほしい。 

50 代／男性 

税収を確保するために、企業誘致と地元の産業の発展に積極的に取り組んで

ほしい。産業が発達すれば雇用も安定する。 日生町の橋は本当に必要なの

か？ 経済効果等は検証しているのか？ 無駄使いでは？ 

50 代／男性 
備前市の魅力が思いつかない。まちに元気がないのが原因でしょう。市政で

できることはありませんか？ 知恵を絞ってください。期待しています。 

50 代／男性 

日生町在住ですが、合併してとても住みにくくなったと感じています。問４

の質問で、市の収入が減少・・・で、２にマルをしましたが、行政サービス

の質や量を見直すだけではなくて、行政の方も見直してほしいです。今回の

選挙で議員の数は減るみたいですが、議員の報酬、職員の給料、電気、紙等

の節約、不況の中、民間の企業も頑張っています。行政も民間企業のように

見直してほしいです。仕事のできない人は、やめさせてほしいものです。 

50 代／男性 

市税が高いように思われる。なぜ？ 財政状況悪化？ なぜ？ 税収入の減

少もあるが、事業の見直しは必要と思う。市長のおっしゃっていることが場

所場所で同じ内容の話でも異なる発言をされます。市民は、我々は何を信じ

てよいのやら不安になります。行政マンのあなた方は何も感じられないので

しょうか？ 

50 代／男性 

教育環境において、備前市だけが遅れているという話を聞きます。人事的交

流、教育方法の改善と予算的裏付け、老朽化した施設の有効な活用方法（例

えば備前中学校のプールとか）など。備前市として考えないといけないの

は、産業の活性化、観光の魅力、医療、福祉等山積みしていることは十分承

知していますが、目先のことに追われないよう着実に積み上げていくこと

で、１０年、２０年先に成果の見えてくるものが教育だと思います。備前市

の子どもが健全に育っていくことを最重要課題と考えていなくては備前市の

未来はありません。 

50 代／男性 

市議会議員定数を少なくすると声が届きにくくなる。費用面で圧迫している

のならトータル費用を少なくする。少なくなった費用の中で運用していただ

ける、志を持った人にお願いしたい。 

50 代／男性 

もっと魅力のあるまちづくり（定住したくなるような）、業者が仕事したくて

も仕事がない、もっとハローワーク等と密な関係を持ち、経済活動が活発な

まちづくりを望む。このままでは、備前市に未来はない。 

50 代／男性 
質問に統一性がなく設問も悪い。何が聞きたいのか不明である。こんなアン

ケートで政策を決めてほしくない。 
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50 代／女性 

西岡市長は、いったいどこを向いて市政を担っているのか？ 市全体のこと

を考えているとは到底思えない。いつまで日生の利益（一部の支援者）ばか

りにこだわっているのか。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 先

日、４月２２日にあった栄養委員会総会では、●●●●●●●●●●●●市

長あいさつでは、全然関係のない病院建て替えの話を延々としたらし

い・・・。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●● 

50 代／女性 職員に機敏さがない。窓口に行くとじろじろ見られ、笑顔がない。 

50 代／女性 
項目によっては詳しすぎる内容もあり、バランスがよくなくて答えにくいア

ンケートでした。 

50 代／女性 

市の収入が減少している中、もっともっと人件費等を見直さないと・・・。

子どもたちにとって住みやすい、よい市になるようにすることが、今人口の

多い私たち世代がしなければいけないのではないでしょうか。大変なことは

十分わかっているのですが、目先のことよりも、もっと先を見据えて政治を

していただきたい。どう考えても備前市は子どもたちにとって住みたいまち

ではありません！ 

50 代／女性 

旧市町にこだわらない政策を行ってほしい。小さな市に３つの市民病院、必

要とは到底思われない架橋、財政が逼迫しているという説明と矛盾してい

る。 

50 代／女性 

仕事に就いているが、税金が高いため手取りが少ない。もう少し税金を安く

してもらいたい。土地を買入したが、そのままにしていると（原野）なぜ税

金が高いのですか？ どうすれば安くなるのでしょうか？ 朝のラッシュ時

に伊部駅前などとても込み合います。２号に出る時（側道）に青が短すぎ、

赤の待ち時間が長いです。 備前市内に正社員になれる職場がほしい（男女

ともに）。そうしないと若者が市外に出てしまう。 若者の働き場所の確保。

子どもがいても働きやすい職場（若い母親たち）。 障害者がいる家庭では、

安心して世話ができるように援助。手当金を上げてみんなで子育てしてあげ

たい。とても苦労している様子。教育にも協力してください。 

50 代／女性 

三石地区にお店が少ないので、もっとコンビニなどをつくってほしい。 バ

ス路線を何とか？電話で好きな時来てくれる乗合タクシーみたいなので、バ

ス代ほど安くて乗れるものをしてほしい。 

50 代／女性 
プロパンガスが高すぎますが、何とかなりませんか、都市ガスの３倍してい

ます。 

50 代／女性 
地域支援事業財団とかかわりができました。活性化を図るよう、税をたくさ

ん納められるよう頑張ります。 

50 代／女性 
関係のない質問は困る。子どものこと、海のこと、介護のことなど。言葉の

意味がわからない。 

50 代／女性 

事業仕分けではないのですが、公共事業（橋、道路（舗道）等）の見直しが

必要ではないですか？ 雇用の拡大（市内の企業での正社員募集）を市より

積極的に働きかけてほしい。いずれは税収入の増加につながります。税収入

を増やすことも重要な政策だと思います。 市会議員の数は多くありません

か？ 
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50 代／女性 

人口流失の防止のためにも、もっともっと企業誘致を積極的に展開してほし

い。 農耕者不足による放置された休耕田が年々増加している現在を打破す

る方策を考えてほしい。 

50 代／女性 

子育て支援の充実を望みます。我家では既に子どもが独立しているが、現

在、幼い子を育てている話を聞いていると、備前市は（吉永）住むにはよい

が共働き夫婦にとって不安いっぱいの人が多いように思う。学童保育（定員

があり入りにくい状態とか）保育園も待機で（年度の途中）就職する機会を

逃したとか。市として、小学校などの空き教室を利用して子育て支援に携

わってくださる方を募集し、安心して親が帰宅するまで預かっていただける

児童館の発足などが必要なのではないかと切に思います。 

50 代／女性 

備前焼を求めて全国から来られています。関東の方で来られたお客様がなぜ

（ＪＲで来られた）備前駅じゃなく伊部駅なのか？ わかりにくいと言われ

ていました。それと、高速で来られた人が三石で降りたら遠かった、和気で

降りればよかったのに、和気じゃわからないとよく言われます。「和気」に付

け加えて備前焼とか示す方法はないんですか？（特に関西方面から来られる

人） もっともっとたくさんの他県の人が観光に来て備前焼を買ってもらえ

るようわかりやすく、便利になってほしいです。 

50 代／女性 

もう少し給料を減らせば、照明、テレビ、エアコンのつけっぱなしが減るの

では。低所得な者は暑くても寒くても我慢我慢の毎日なので、低所得な者は

自然に省エネをしている。 花火大会も年１回ではなく２、３年に１回にし

てみては。周辺の住民も大変だろうし、行きたくても行けない人のことも考

えてほしいです。お世話される人も休めるし、浮いた経費は他のこと、今一

番困っていることに使えるのでは。花火大会がなくなれば、困った人も出て

くるでしょうが。 アルファもなくなりさびしく惜しいです。上は食堂、本

屋、文具、衣料、食料すべてがそろっていて、移動が困難なお年寄り、身障

者はよかったと思います。マックスバリュの近くにシマムラや田中屋のよう

な店があれば、移動に困難な人、車のない人は大助かりなのですが、夢の夢

でしょうね。 

50 代／女性 

市からのいろいろの補助に無駄が多いと思う。老人会でも名前だけ借りて書

いて提出。ふるさとまちづくりでも申請すればお金が降りるとの話。一年間

の会計報告もなし、行事予定もなし、３～４人の人たちで好きにやっている

だけで地区のまちづくりになってない。もっと市の方から厳しい目があって

もいいと思うし、まちづくりの補助に税金を使うのは捨て金だと思う。 私

はボランティアで元気の出る会に参加していますが、今まで市のバスで２時

間ほど花見とかに行き、楽しみの弁当を食べ帰っていたのが、今では自費で

買って食べる弁当さえ食べられなくなって、お年寄りの楽しみがなくなりま

した。なぜ、弁当を食べるのがだめなのかわかりません。もっとボランティ

アに対して優しく接してほしいと思う。 愛育でもそうです。予算が下がる

一方で仕事を休んで委員会に参加しているのにお菓子の一つも食べられな

い、弁当の一つも出せない。それでは市役所の人たちが愛育の仕事をすれば

いいのではないですか？ 

50 代／女性 
優先順位の高いことに税金を使ってください（前のアンケート等で橋は必要

ないとのことだったのに市民の声を無視しています。漁業補償は絶対にあり



51 

得ません。） 議員さんの給料・人数の見直し、臨時職員の給料、他市・町と

比較をしてください。 真面目に考え、努力をし、頑張っている人を評価す

る市にしてください。 市の職員の人が備前市に住むということが大切だと

思います。他の市町村に住み、備前市のことを本気で考えるでしょうか。

備前市の中心に設備の整った総合病院を置き、先生・看護師を充実させ、大

病した時に、岡山や赤穂まで行かなくてもいいようにする。吉永、日生、備

前病院は、診療所程度にし、介護施設も３カ所に、グループホーム、特養な

ど困った時に待機しなくていいようにしてほしい。婦人科も考えてほしい。

生活保護を受けている人の自立に向けての手助けに力を入れる。（例／本人の

希望があれば、市の掃除・雑用を、賃金を払い働いてもらうようにする等）

仕事を見つけるまで・・・。 けい肺の人への補助金の見直し（元気で長生

きの人が多く、財産も増え、この世の中、年金がどんどん減っているのによ

く分らないことです） よい会社を誘致してほしい。魅力ある備前市になる

よう市長、市議の方、市職員、商工会議所、ＪＡ、市民みんなで頑張りま

しょう。よろしくお願いします。 

50 代／女性 

もっと魅力あるまちづくりをしてほしい。食べる所も、服を買う所もない。

結果、市外へお金を落すことになる。 橋などつくらず、もっと有効に使え

る、みんなが税金を使っても納得できるように使ってほしい。一部の人だけ

に有利に使わず、これから福祉とかに税金は回してほしい（橋は反対です）。

日生の方ばかりにお金を使わないでほしい。 病院も、建てても中身がな

い、先生（医師）がいない病院は要らない。 議員ももっと財政を考えたら

多すぎる。もう半分にすべきだ。 

50 代／女性 

市外に勤務地があり、備前市に住みながら、ほとんど備前市にいない状況で

はあるが、身近なこととして、例えば、民生委員など本当に機能しているの

であろうか。人選もどのような基準なのか首をかしげたくなることもある。

地域住民が本当の意味で安心して住めるまちとなるためにも担当地区内の住

民に細かい配慮のできる委員を期待する。市の職員が、委託された方々が真

摯に職務に当たっていただきたい。 後期高齢者になった時、安心して住み

続けられる備前市であってほしいと期待しています。 

50 代／女性 

主人が定年になりました。これといって働いた経験がない私です。これから

先、失業保険、そして年金で暮らしていかないといけません。年金生活者の

明るい生活ができますように、よろしくお願いします。 

60 代／男性 

この春、市会議員の選挙がありますが、議員報酬の見直しを考えてみてはど

うかと思う。年収６００～８００万という報酬に見合うだけの仕事をしてい

るとは思えないし、市の財政も決して、日の丸バンザイの状態でもない。声

を大にして考えていただきたいと思う。 高齢化に伴い田や畑の荒地が増

え、ますます住みにくいまちや村に変貌しつつある。これを何とか知恵を出

し合うなり、活かせることを考えていただきたい。 

60 代／男性 

備前市も政府と同じように事業仕分けを公開して予算事業を決めたらどうで

すか？ 議員数ももっと減らして、経費を削減し、議員報酬も仕事量によっ

て歩合制にしたらどうですか？備前市も夕張の二の舞いにならないように考

えてください。 三石のお滝の工事について、財政難の時にあそこを早急に

整備する必要があったか。 
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60 代／男性 

長期的な備前市を考えた時に、首長指導型でなく「市の組織、そしてプロ

フェッショナルな職員の育成」が必要と考えます。 職員の窓口対応が非常

によくなった。 幹部職員の配置については、合併前の市町村に配置した方

が業務遂行について合理的と思う。また、市民サービスも効率がよいと思

う。 高齢者社会が進んでいく中で、当市も老老介護の世帯が数多く見受け

られる。したがって要介護者の入所施設（民間、公立どちらでもよい）の充

実を図られたい。 

60 代／男性 

もう決まったことで、残念なことで言っても仕方がないのですが、島に橋を

架け、大金をかけるより、吉永、日生、備前を結ぶ道をつくるべきだと思

う。 

60 代／男性 

現在の耐火物工業から、将来性のある企業を誘致し若者が定住できる市に

なってほしい。 また、閑谷学校、備前焼等のＰＲをして、観光地として世

間に認めさすように行政努力をするべきだ。 県境地は、どうしても取り残

された市となるが、住宅都市として住みやすい環境の整備をしてほしい。 

60 代／男性 調査するだけで市民には何もわからない。何か結果を知りたいです。 

60 代／男性 

合併してから、市が遠くなってしまいました。市長、議会、市職員との関係

が疎くなりました。したがって「市」そのものに情がなくなってしまいまし

た。 議会は本当に市民のことを考えているのだろうか？ 職員は本当に市

民のことを考えているんだろうか？ 市民が住みやすい市を望むためにも議

会、職員は真剣に考えてほしいです。 

60 代／男性 

日生の橋は本当につくる必要がありますか？ 問４で財政難の中で行政サー

ビスの低下を予想しておられるのに維持費２億円を出せるのですか。他の

サービスに使うのがよいと思います。 備前病院は３年で黒字と広報に書い

てありましたが、医師の確保も難しいのに本当にできますか。 高齢者の施

設が少ないので困っています。グループホームは月に１５～１６万ほど費用

が要るので入所できない。特養が少ないので市内につくってください。 若

い人が働く所がないので企業の誘致をしてほしい。 備前市は上下水道が高

いので値下げしてください。介護保険、固定資産税、国保など高いと思いま

す。 プール（久々井）が遠いので自動車に乗れない人は行けません。 図

書館の本の数も少ない。 人もだんだん少なくなって３万 8,000 人をすぐ切

るのではないでしょうか？ 思いきった政策をして、備前市を発展させてく

ださい。胸を張って「備前市です」と言わせてください。みんなで頑張ろ

う！ 

60 代／男性 
保育料が近隣に比べて高いように思う。保育園、幼稚園に入るまでの幼児の

遊ぶ場が乏しいように思う。 

60 代／男性 

日生に来て丸３年。合併以前の方がよかったとよく聞く。ただ、他県から来

た者にとって、何もかも行政にお願いするというのは理解できない。今の生

活を考えるより、子ども、孫につけを残さないことを考えるようにしたい。

先日、市役所に行くことがあったが、やはりカウンター内の人数が多いと感

じる。その際、４月から始まる行政サービスの申請にかかわったが、新しい

サービスであることもあったが、課ごとに受け取り方が違い、結局、三度ほ

ど往復してお願いしたが拒否された。それを申請することによって、年金生

活者としての我が家にとっては大いに助かるものでもあるし、再度、お願い
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に行くつもりである。 この不景気な情勢だが、我々団塊世代、苦しい家計

の中で、子どもを育て、生活を維持してきた。これから、少しは余裕ができ

たと思った矢先、あらゆる名目で搾取される結果となった。人数が多く、取

りやすいところから取るという意識は改めてもらいたい。住み続けたいと思

うが、それを実感できる市政を願うものである。 

60 代／男性 市長の地域偏見性がよくない。市職員配置のデータの公表が望ましい。 

60 代／男性 

旧アルファビゼンに市役所が移転する。現在の市役所では駐車スペースも少

ない。 市役所の人数が多い。 市立病院を２４時間いつでも、診てもらえ

るようにしてもらいたい。 

60 代／男性 

合併以後市内の商工業共に衰退傾向が続いているように感じられる。備前

焼、閑谷学校等にいつまでも頼るのでなく新しい観光スポットを創出するよ

う地域や民間から意見を聞いて取り組むことができる協議機関を行政が、商

工会議所等が音頭を取って進めてもらいたい。いい案が出れば一丸になって

進めることが必要と考える。 

60 代／男性 

税金を無駄なく使って、不平等のないように。 市の職員が多すぎます、仕

事をしてない人が多い、給料等も多すぎる。 市会議員も多すぎるし、議員

手当も他の市町村より多すぎると思います。 ３カ所もある市民病院は多す

ぎるし、箱物を多くつくると財政が圧迫すると思います。 

60 代／男性 

現在備前市鶴海に住んでいるが、鶴海は古くより文化圏が瀬戸内市にあり、

早く備前市と瀬戸内市が合併するか共同の行政サービスを受けられるように

してください。例として、市バスの運行、消防、救急車の連絡、長船、邑久

までの買物のバス利用等。 

60 代／男性 

看護師の方が注射が下手だからと何度も抜き差しするのはやめてください。

プロ意識のない方は失格だと思います。別の病院でも（市立）、厳しい看護師

の人が、上から、文句は言わせないという態度ときつい言葉、普通ならクビ

と思う事態でものうのうと続けている。人手不足なのか何なのか。病人は口

答えできない、弱い立場にありますし、とても親切でやさしい看護師の方が

多くおられる中、残念に思います。責任を取とらなくてよいということが、

原因だと思ってしまいますが。 

60 代／男性 

島民の方には気の毒ですが、多額の金を使っての後のことを考えて施行して

いますか？ 個人的には独身だからといって年金の額に差をつけるのは納得

がいかない（独身者はたくさんの税金と年金も納めている。また、遺族年金

者の無税は、私より多くもらっている人もいる）。 国保、介護の保険料は独

身者には負担が大きすぎる。１人分、世帯分、割平均とか。 現在、高血圧

等の薬を投薬していますが、２週間分しかもらえないので市から指導してほ

しい。また、毎回金額に差がある。 公共機関の駅、バス停が遠すぎる。ま

た、便が少ない。車がポンコツになったら買えないので増便をしてほしい

が。 少しの野菜作りでもシカ、タヌキ、テン等に荒らされるので対策に補

助等してほしい。 

60 代／男性 
備前市民病院の早期の新設と医療の充実を、また、高齢者の医療支援をお願

いしたいと思います。 アルファビゼンの有効な活用法を。 

60 代／男性 
健全で思いやりの子どもに育つよう教育を充実してもらいたい。 耕作放棄

地が増大（高齢化）し、環境悪化を防ぎ、自給自足の農業を促進するようそ
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の対策が急がれる。 高齢化社会の進展に、地域のあり方を真剣に検討して

もらいたい（自治会がやっていけなくなる、共同作業・防災などに支障が出

てきている）。 市職員の公務員としての教育を十分してもらいたい。 

60 代／男性 

備前市は著しく衰え住みにくくなっている。活気が見られず、若者の働き場

所が皆無。教育の不安から転居が続き、残された高齢者の生活も交通の便が

悪く医療と買い物に不便で不安となっている。 備前市長を長とする行政と

市議会の備前市行政に対する方向性が示されていない。 このようなアン

ケートを行ってもその活用がなされず、その意味を感じられない。単なるパ

フォーマンスにすぎない。市民は市長に対して著しく不満を持っている。 

60 代／男性 

人口減少の状態が続いている。地元での雇用拡大ができる産業、農林水産

業、観光産業を振興する。 少子高齢化がますます進みます。自然減少も進

む。出生率を上げる対策も市独自の施策が必要ではないか。 

60 代／男性 

行政サービスが地区によって違っているものがあるが、同じになぜできない

のか。 伊部と片上は都市計画税を払っているが、この税の使い道はどのよ

うになっているのか。 

60 代／男性 

財政難は、ますます広がるのではないでしょうか。市会議員数、公務員数等

も削減し、市民のための市政を行っていただきたいと思う。無駄をなくし、

必要な投資は早期実現できるようにしていただきたいのと、議員の報酬、職

員報酬も再度調整してもらいたいです。 

60 代／男性 

日本全体がそうであるように、この時期、選挙のあり方を備前市だけでも他

の市と同じようにせず、人をもっと少なくして、選挙運動のようなものをせ

ずに、もっと合理性を考えて若人を参加できる社会にしていかないと、年寄

り主体の社会では、この日本はダメになってしまいます。 備前市はよいも

のがたくさんありますので、これを残して本当の教育といえるものを子ども

たちに教えてやっていただきたいと思います。教える側の教育をもっとしな

ければ今のままでは全然ダメです。 

60 代／男性 

財政の健全化を望む（子孫に借金を残すな）。日生大橋は不要（税金の無駄使

い）。鹿久居の住宅地（開発）は買わない。もっと便利のよい荒地はいくらで

もある。頭島の救急は船で行くのも時間的に大差なし（今までもそうしてき

た）。市長の思い入れならば私財でやればよい。血税を使うな。 市議会議

員、定数を半数にして、報酬も半額にすべき。最低限の常識者が立候補すべ

き（本心で市のために尽くす人、正義感のある人、学力もせめて高卒程度の

テストをし、言動も敬意が払える人）。「親戚が多い」で当選は、市が堕落す

る。サラリーマン議員ではだめ。 市政に知性が感じられない。優秀な人を

採用しているにもかかわらず効率的な仕事、てきぱきの応対が感じられな

い。これでは財政も効率的な運用が不安。 

60 代／男性 市立備前病院の建て替えを１日でも早く希望します。 

60 代／男性 

ＪＲ吉永駅南口の開設について、ＪＲ吉永駅南改札口をお願いしたい。 Ｊ

Ｒ吉永駅南工場跡地の利用。若者定住に雇用創出をお願いしたい。若者が安

心して働けるまちづくりを。備前市の人口が、今月（約１００人以上）減っ

ているのに対して歯止めはないものか？ 備前市と合併してからもあまりよ

くなりません（吉永町は）。 
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60 代／男性 

岡山県で財政がワースト１の備前市が何をすべきかは、誰でもわかること

だ。まず、日生の橋の建設はやめて、市議会議員の給料は半分にして人数も

半分にし、本当に必要なことに金を使うようにすべきだ。 

60 代／男性 

車窓から見えるものは、「柵で囲まれた田畑」と「休耕田」。ここまで獣害が

増えたのは、市政の責任重大である。シカを例にとると、「生態と能力、弱

み」等の教宣、「食害だけでない被害の実態」等の教宣、「柵等で守るトータ

ル的管理」等の教宣、「シカ寄せ農業の絶無」等の教宣、「駆除のやり方」等

の教宣、「罠の貸し出し」、「屠殺を市で行う」、「個体数の管理」等々、やらな

ければならないものが堆積しています。 

60 代／男性 市長の旧日生町思考に偏ることをやめてほしい。 

60 代／女性 

財政事情の悪化の中、議員の数をもう少し減らしては？と思います（５月の

選挙で減るのですがまだ多いと思っています）。それと議員報酬等も多すぎる

と思います。市の職員ももう少し少なくしては・・・と思います。 それか

ら、私の住んでいるところは高齢の人が多く町内会の役員を決めるのにいつ

も四苦八苦しています。町内会長などは順番というわけにもいかず、私ども

に声がかかったとしてもできる役ではありません。他に移り住みたいと願う

こともあります。もう少し考えていただけないでしょうか？ 市の職員は町

内会の役はしてはいけないとか聞きましたが、なぜでしょうか？ 市のこと

を誰よりもよく知っている人たちに仕事の一部としてしてもらうことはでき

ないのでしょうか？ 

60 代／女性 

不況の中、地理的にも工場を誘致するような広大な土地があるわけでもなく

見通し薄、とはいえ、耕作放棄された田畑が目につく。税収増が困難なら支

出を押さえるより方法がないと思う。体力がまだまだあっても不況で早期退

職した者、また、老人とはいえ働ける体力のある者、そんなシルバーたちの

力で耕作放棄地で耕作し、自給自足の備前市にできないものか。学校給食の

食材もすべて賄えるほどに、ＪＡとの協力で技術協力を得たら。また、エコ

の時代、菜種をつくり食油から車の油へと、トウモロコシもエコには欠かせ

ないものと聞く。 老いても働く喜びを味わいたい、すべての老人の思いだ

と思う。老人の力を活かせる何かを考えてほしい、それが備前市の活力にも

なると思う。 

60 代／女性 

三石地区に来て６年、スーパーも閉店し１店のお店もなくコニビニもなく、

買い物には１０キロメートルほどの赤穂に車で行くしかありません。以前は

スーパーもあったとか。高齢者の多い地区で、皆、買い物に苦労していま

す。コンビニかスーパーを何とかしてほしいです。 

60 代／女性 活気のあるまち、元気な市になってほしい。 

60 代／女性 
市役所へ行っても、働いている人と、あまり働いてない人の差がはっきり見

えている。 

60 代／女性 

備前病院を１日も早く充実した病院にしていただきたいです。清潔できれい

な病院、そして先生の確保。皆さんが安心して生活できるように考えていた

だきたい。大勢の人が住んでいる中で、備前市になって、こんなことでいい

のでしょうか？ 必ず実行してほしいのみです。 

60 代／女性 
基本的に何を言っても意味をなさない・・・のが現状です。お役所もただの

公務員、議員さんもただの就職・・・との思いが強いです。 
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60 代／女性 

これは市政に関することかどうかわかりませんが、近所に店がないのが一番

の不満、それと交通の便、バスは１時間に約１本（宇野バス）、会社も経営は

大変だと思いますが・・・市長さん、一日も早く備前病院の建て替えを願っ

ています。 

60 代／女性 

備前市でも瀬戸内市に一番近い所で買い物等商店もなく、備前市内より市外

に買い物に行く方が多いので、これから車に乗れなくなると、あと１０年も

すると、年齢も高くなるとどんなになるか心配です。 

60 代／女性 

旧日生町と合併して日生の方に財源が多く流れているように思う。私は東鶴

山地区に住む者ですが、どちらかというと備前市とはいっても何事において

も置いてけぼり感を強く感じます。税金を払うだけの市民のように思われま

す。道が壊れたらそのままにされ、下水道の整備もしてもらえず、高齢者も

足のない人は病院にも行きづらい、そんなことを市役所のトップは知ってい

るのですか？ 東鶴や西鶴の人々は瀬戸内市と合併する方がよかったとみん

な思っているんです。瀬戸内市長を見てください、きっちり隅々まで下水道

の整備も進み、道路整備もきっちりでき、瀬戸内市長はできる人だなーと思

います。こんな片田舎に市役所は何をしてくれるんですか？ 税金を取るだ

けですか？ 環境整備もできない、観光客の集客もできない、工場誘致もで

きない、ないないづくしで備前市の発展に期待することは何もありません。

第二の夕張になるのを待つのみでしょう。 

60 代／女性 

何度か本庁へ行きましたが、狭い事務所で多くの職員が仕事をしいて、何だ

か見渡しただけでもストレスがたまりそうで、こんなことでいい仕事が、ス

ムーズに行くのか？と感じました。Ｐも狭く何とかならないものでしょう

か？ 本庁へ行くと吉永、日生からの職員がいて、顔なじみがいるとホッと

しますね。 議会などケーブルテレビで見られるとよいと思いますが。 議

員の給与カットしないと、市の財政、収入少ないのでだんだん市政運営が厳

しくなると思うし、自分たちの給与カットのことは議会で提案もしないし、

何でか不思議？ 

60 代／女性 

医療の充実を希望します。特に休日に病気になった時、小児科医がいないと

電話口で言われ岡山市まで行った。当番医というより総合病院の機能がほし

い。 旧備前市で買い物をしたくても店がない。旧備前市で外食する店が少

ない。 道路の渋滞、夕方、香登より西行きが常に渋滞。歩道が広くなって

よくなった一方で、原付バイクで国道を走行しづらくなった。 住みよいま

ちづくりを。 

60 代／女性 

備前市へ企業誘致も含め、それぞれの地域が特性を活かした活性化が望まれ

る。教育現場では、児童数の減少に伴い空き教室の有効利用を考えていただ

きたい。 

60 代／女性 第二の夕張にならないよう、財政をきちんとしてほしい。 

60 代／女性 

私の住んでいる周囲の荒廃が気になっています。山も池も川も管理できませ

ん。異常気象による影響が進んでいると思っています。そして害獣の増加で

す。人の少ない地域は後回しにされていると感じています。 

60 代／女性 

一人暮らしの高齢者です。今は趣味を持って少しの年金で何とか過ごせてい

ますが、この先歳を取っていくと、とっても不安です、高齢者が安心して生

活できるようお願いします。 
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60 代／女性 

備前病院のことですが、建て替えが決まっているようですが、玄関の車寄せ

の場所に屋根がない。ぐったりの高齢者を３人がかりで病院に連れてくるの

ですが、雨の時は困る。体力がないし、パジャマの上に羽織ってるような状

態です。今の早い時期にでも仮の屋根をつけてはもらえないかと思う。 た

め池の管理について、昔の人が上手につくって、水をためて、何かの時には

（火事）使えるようにしている。もちろん、田んぼに（田植え）使ってるの

がほとんどですが、あと半年くらいは水をためる、自然を大事にしたいと思

う。 

60 代／女性 

三石地区ですが、若い世代が出ていって老人化している。地元に安定的な仕

事がないからだと思う。家から通える範囲に仕事があれば、若い人も住み、

活性化すると思う。５年先でさえ不安である。 

60 代／女性 

備前市の人口に対して市会議員が多い。 朝、必ず出勤して、議会がなくて

も・・・？ 用事がない時は出勤でないので給料はなし。ボランティアの気

持ちであってほしい。 生活保護の見直し。１年に一度は地区に民生委員が

いるから調べること。 税金は、市民が納得がいくように大切に使ってほし

い。無駄に使わないでください。 けい肺をもらっている人がいますが、

田、畑の仕事もし、お米もつくったり元気なのに。これも税金です。今一度

調べてください。もう少し市民が安心して、備前でよかったと言える市を望

んでいます。 

60 代／女性 

市のボランティアとして強制的に感じることがある。地域にいて反対すれば

「非協力」と見なされ、生活する上において気まずい思いをする。いやでも

参加する気持ちがいやだ。 

60 代／女性 

周囲の人が少なくなりさびしい。子どもが遊園地で遊ぶ姿が見られなくなっ

た。コンビニ一つもなく何かが欲しいと思っても町外まで行かなければなら

ないものがある。 

60 代／女性 本庁、支所を問わず、来客を見たらすぐ応対できる状況にしてほしい。 

60 代／女性 

これだけの人口に対して市会議員が多すぎです。赤穂市の人口に対してと

か、比較してみるのもよいのでは・・・。 市役所内では暇そうにしている

人が目立ちます。公務員の数も減らしてもいいと思います。私だけでなく、

他の人たちからもよく聞きます。 

60 代／女性 

些細なことと言われるかもしれませんが、５月の選挙に向け準備が進行して

いますね。選挙のたびに感じることですが、ポスターの立看板の木枠が立て

られ、その数の多さと場所に考えさせられます。数十メートルしか離れてい

ない所に２基。この先何軒の家があるのかと思える場所、見通せるのではと

思えるほど近い場所に１基、２基と立てられているのに気づきます。小さな

事柄から見直し、無駄のない市政をお願いします。 

60 代／女性 

市民みんなが安心して生活できるよう、よろしくお願いします。備前市に住

んでよかったと思えるよう・・・高齢者や子どもたちが安心して生活できる

よう・・・。 

60 代／女性 せっかくある海です。有効に利用したらよいと思います。 

60 代／女性 
路地の街灯が明るくなり夜間でも歩ける。 ＪＲ赤穂線を、市民一体になり

運動して片上まで伸ばしてほしい。人口が減っていくのも交通の便が少ない
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からだと思う。 市の窓口の接客態度をもう少し明るくしてほしい。仕方な

くという顔が時々見られる。また、老人用広場がほしいです。各所にです。 

60 代／女性 

昔はもう少し市の行政もよくわかりましたし、よくしてもらいましたが、お

金がないためかだんだんと、経費の件でもお金が必要になったり、公民館費

用が出してもらえないので困ります。年金だけの生活なのに、これでは活動

できないですね。 私は、家族がよくしてくれるので生活はできています

が、市のやり方を人から聞くと、だんだん状態が悪くなっていますね。市長

が変わるほど悪いのかな～。 

60 代／女性 

私方は５人家族ですが、三世代住宅です。今は子どもが小さいのでママと私

とで子どもを見ています。私の元気な今は問題ないのですが、だれかが病気

になった時とか、私がボケ、病気などになった時のことを思うととても不安

です。病院の方、老人のケアなどに力を入れて安心できる老後、安心できる

子育てなどに取り組んでいただきたいと思います。特に病院は医師の確保が

大切だと思います。 

60 代／女性 

私たちのところでは、愛育委員（保健師）さんによる健康相談は、最近では

回覧板、放送等もなく一部の人だけ集まっています。老人会の総会、胸のレ

ントゲン検査などで、血圧、尿の検査をしたらいかがなものでしょう。 

60 代／女性 

不便な所ほど取り残されてます。備前市になった以上、便利になることが当

たり前ですね。店が小さい。もっと店舗を増やしてほしい。仕事場。若者が

出ていくはず・・・？ 

60 代／女性 
陰でこそこそしないで内向的にならず、積極的に行動して意見を交わして、

よい市政にしていただきたいです。 

60 代／女性 

日生の市議さんが多いと思います（市長をはじめ）。市政は日生を中心として

考えているようで「票取り」としか見えません。各地域の議員数の配分を求

めます。何事も日生優位としか感じられません。市長の「出前」等も無意味

では？ 市内を、広い視野で市政に取り組んでいただきたい。 

60 代／女性 
市の職員が、ボランティア精神を持って市政やまちづくりに参加するよう平

常から努力するように。 

60 代／女性 

厳しい財政状況の中で大変ご苦労されていることと思います。どの地域にも

平等にと思えば、さらに難しくなることは理解しておりますが、不安に思っ

ていることは、日生架橋の維持管理が将来的にどうなるかということと、備

前の市立病院が３つになって経営が成り立つかということです。 備前市の

特性は何か。他に誇れることは何か。未来に希望の持てることは何か。市民

も一緒になって考えて、住んでいてよかったと思える備前市になってほし

い。 

60 代／女性 

備前市役所の職員として、仕事のできる人そうでない人、また、応対のよい

方とそうでない人とがあります。人間ですから個人差もあると思いますが、

一人ひとりの教育をよろしくお願いいたします。 市議会議員の人数は、ま

だ多いように思われます。本当に備前市のことを考えている方が何人いらっ

しゃるのか？ 議員の方の質の向上がほしい（選挙の前にだけ頭を下げて、

よいことばかり言う方が多いような気がします）。 

60 代／女性 
吉永の図書館がなくなるということを聞きましたが本当でしょうか？ 「読

書こそが頭への最大の投資である」という言葉もあります。図書館をもっと
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充実させて読書を奨励してほしい。行政がなくしてしまう方針だとは信じら

れません。本当ならば存続の方向でぜひご検討ください。 

60 代／女性 
病気をした時、病院が３カ月なので、そのところをもっと考えていただきた

いと思います。年金だけでは、病院生活が長くなった時、心配している。 

60 代／女性 議員の人数の削減。 

60 代／女性 

前備前市議の方で税金滞納されている３人の方、今現在はどのような支払い

がなされているのか説明してもらいたい。市民我々は引き落としにしていま

すが、議員の方はどうか？ 選挙に出馬する議員に、ぜひ説明してもらって

ください。 

60 代／女性 生活が安定して住みやすいまちを願ってます。 

60 代／女性 

これからの老後がとっても不安です。市政の対応がどのようになっているの

か気になります。年金生活も大変なところがあり、税金など払うと生活費も

ままならない時があります。今の子どもはあてにはなりません。自分のこと

で精いっぱいです。これからの老後は、国、市政に頼るしかないように思え

ます。だから頑張って税金も納めております。どうかよろしくお願いいたし

ます。 

60 代／不明 
財政難なら日生大橋をやめたらいい。まだ漁業補償額も提示されないし、メ

ンテナンス額も出てない。第二の夕張の備前市。不安いっぱい。 

70 代／男性 日生、吉永の支所の人数減。仕事してないようだ。 

70 代／男性 

病院も必要、借金だらけはダメと、経営やサービス等、民間の努力をもっと

見習うべき。 ゴミ処理の件について、減量化だけの改善策でよいのか。将

来を見据えての検討も必要、と、場所、地域大切、感謝心も必要と思う。

備前市会社は、まず本丸から、自ら減員減給等示し、改善・改革・活性の範

として先行すべき。時代がそうだと思います。 

70 代／男性 

財政担当者に関して、概してセクト主義者が多すぎる。全般的に常識に欠

け、不勉強である。 本質的に公僕たる意識に欠け、中流意識を持ちすぎ。

予算の使途が妥当性を欠き、歳出を考え直すべき。exp1．市議定数は現状の

半数近くでも充分のはず。名古屋市長河村氏提案など他山の石とすべし。 

70 代／男性 

支所の窓口でのサービスが低い。例えば、税の用紙とか専門分野の相談者が

欠けている。人数は少なくてもよいが各担当者の関係部署をはっきりとした

支所にしてください。本署にだけ集中した行政を今一度見直してはどうか？ 

70 代／男性 

将来を考えると、行財政改革は避けて通れないことは誰しもわかっていると

思われますが、取り組み方が、少しゆっくりしているのではないかと思われ

る。国民の意識の中で、消費税の増なくして国の財政再建はあり得ないし、

また、そのことは国民の大多数の方がわかっているのに、政府が実行しない

のは、将来に対して、国民に対して、無責任ではないのかと思える。行政の

中枢部は将来を見据えて、情勢に応じたタイミングのよい政策を出すべき責

任がある。素晴らしい政策・考え方も、タイミングが早かったり遅くなった

りしては、味が落ちます。美味しい料理は美味しく食べるタイミングが重要

ではないでしょうか・・・。 

70 代／男性 
旧日生町を中心に市の運営をしているように思われます。旧備前をもう少し

活力のあるまちにしてもらいたいです。 
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70 代／男性 

市民が払うものは高い方に合わせ、サービスは低い方に合わす。市職員、議

員に払うものは高い方に合わせ・・・といった印象を受けてしまいます。旧

日生地区・吉永地区で内容のよかったサービスは、費用がかかっても残すべ

きだと思います。 

70 代／男性 

厳しい財政状況が続く中、まず初めに行財政改革を断行する必要がある。市

職員定数および議会議員定数の削減、各種委員会の見直しによる出費減、何

十年来慣例になっているあまり必要性のない委員会の見直し。まず初めに市

庁舎内での無駄を省き、市内全体に目を配り今後の備前市を考えるべきでは

ないか。一老人の浅はかな思いであろうか？ 

70 代／男性 

現在、一人で生活していますが、一人でも生活しやすい環境にしてほしい。

明るく楽しい毎日が送れますようお願いします。一人生活が明るく楽しい毎

日であってほしい。明るく楽しい日々であってほしい。老後、楽しく長生き

しますよう、健康で事故のない、明るく楽しい毎日であってほしい。 

70 代／男性 

財政破綻寸前の備前市、経済不況による税収の減収でも巨額の新規事業の遂

行が進んでいることへの不安は、私のみならず多数の人々が感じるところで

す。かつて長野県政が箱物でたれ流した借金経済は、いまだに後遺症に苦し

んでいる状況です。現市長のやる気十分な姿は結構ですが、備前市の将来を

考えた時、現不況下での市税の使い道を、今一度慎重に計っていただきた

い。 市議諸氏も、市長へ右倣えの姿勢が多く見られるのもいかがなもの

か、備前市の将来を見据えた本気度がないように思えます。保身術を捨て

て、本当に仕事のできる市議がそろうのはいつの日か？ 備前市の財政が将

来どうなるのか心配な毎日を送るのは私だけでしょうか。一言書かせていた

だきました。 

70 代／男性 

市議会の半減、議員報酬の低減、市職員の報酬低減等の実行。慣習にとらわ

れた市政の改革、おざなり行政の打破を実行しないと、やがて市は夕張とな

ります。本気で将来を憂う市の責任者が現れてほしい。 

70 代／男性 

●●●●●●備前市は発展しない、日生地区だけが発展している。大体、赤

字の市に日生の大橋は必要ない。我々の税金を何と思っている。年金の中か

ら一生懸命に払っている税金を市民のためにもっと大事に使ってほしい。●

●●●●●●●●●、備前市は第二の夕張が目に見えている、ああ情けない

ことだ。税金を払うのがばからしいが、一度も滞納はしたことがない。 市

議会議員で税金の滞納していたやつがいるが、それはどういうことだ。市民

を、市長と議員でなめているのか、よくも平気で議員をやっていられるな。

備前広報であやまれ。 

70 代／男性 

市、町が合併し、重複する業務等多々あると思われる。見直し、職員の削

減、また、市議の削減、補欠選挙などはもってのほか。有識者による仕分け

チームをつくり、無駄の洗い出し等を希望する。 

70 代／男性 

問６について、これだけのアンケートに答えるだけの知識も関与もしており

ません。わかる範囲で回答しました。正確な判断ができたとは思っておりま

せん。大半は「意見なし」ではなく「わからない」のである。アンケートの

方法を考えるべきでは。これを参考にして施策を考えるのであれば疑問で

す。 ゴミの収集について 合併して５年も過ぎ地域格差がある。有料や無

料の地区がある。財政難であれば、有料に統一すべき。 
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70 代／男性 

戦中の公務員は「滅私奉公」の精神とよく言われ働いていた。現在はそのよ

うな時代ではないですが、気持ちだけは故人に負けないような公務員であっ

てほしい。市民の雑音に迷わされないで頑張ってください。常に未来の備前

市の光明を求めてください。愛国の教育。子どもよりその親の教育の充実

他。 

70 代／男性 道徳教育の徹底と学区を中心とするコミュニティの充実をすべきだと思う。 

70 代／男性 
日生町の架橋については納得がいかない。莫大な税金を投入してもそれだけ

の価値はないと思う。 

70 代／男性 
現今の市行政は日生へのみ偏っている。 備前病院は建て替えなどしない

で、他２市立病院の整備をすべきである。 

70 代／女性 

備前市の粗大ゴミについて、合併した後も日生町は無料で、旧備前市は料金

がかかっているのはおかしい。 道路のこと等、以前から相談しているが、

なかなか進めてくれない。旧道から砂が家周りに流れてきて困っている。

独居の高齢者にこのようなアンケートが送られてきても、一人では目も見え

にくくできないので、よく調べて、答えられる人に送ってほしいです。 

70 代／女性 

私の地区（市のバス）の件ですが、バスの話が区長会で出た時、私の地区は

よろしいと言われたそうです、あれからもう２年ですか・・・。男の人が亡

くなられ女の人だけになる家には若い人もいない、皆本当に困っておられま

す。市のバスも、寺山の入り口の辺で時間待ちをしておられるようですが、

待っている間に私たちの地区（五石）の中辺まででも入れないでしょうか？

区長さんもなぜ地区の人にバスの件を聞いてくださらなかったか、考えれば

考えるほど残念です。市役所で今一度考えてみてください、よろしくお願い

します。 

70 代／女性 
ボランティアをされている人の中には、こんな人がボランティアをされてい

いのだろうかと思う人がいる。差別をする。医師、看護師長も同じ。 

70 代／女性 備前病院の常駐医師（外科も）が整っているようにお願いいたします。 

70 代／女性 

備前病院に対して、吉永、備前、日生、この３つの病院で、市は中心になっ

て高度医療を行える病院をつくっていくべきではないのでしょうか。３つの

病院が平均的医療では、備前に住んで、難しい病気はみんな岡大、済生会、

川崎へと送られる患者もいるのでは。やはり、医学の進歩と同じように１つ

拠点を決めて、高度な機械を導入することも大切なのでは。日進月歩、医者

も、研究をしてくれる医師を採用してほしいと思います。備前市は田舎の医

者では困ります。健康診断も１年に１回、病院には１カ月に１回通院、それ

でも医者も病気がわからなければ他の病院で診てもらうような、病院間の横

の連絡の充実を図ってほしいと思います。今は専門分野しかわからない医者

が多いので、やはり医者同士の横の連絡が大切なのではないでしょうか。今

の市政に何も言うことはなく満足していますが、医療に関してはやはり不満

が多くあります。なかなか白い巨塔を崩すことは難しいと思いますが、医療

の充実を切に願っています。 

70 代／女性 

バス路線ですが、備前病院まで（日生から）現在１便出ていますが、伊部駅

までもう１便あったらいいなと思います。どこまでもマイカーで行かれ、マ

イカー時代でわからないことはないですが、体調不良で車に乗ることをやめ
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ましたので、個人の思いですが、電車に乗ればよいのですが駅が遠いので、

体調の悪い時に不便に思います。 

70 代／女性 

旧備前市居住者です。大雨、水害等災害発生予報、また発生時情報を、市役

所より各町内会・自治会に情報提供し、有線放送等活用して市民に周知さす

よう連絡網をつくってほしい。例えば、高潮で沿岸部浸水、道路等冠水時で

も、最近、情報がわからないので不安です。 

70 代／女性 

自分も高齢者ですが、現在、これからも高齢化の時代と思われます。市政も

大変だと思いますが、これからも市政のためにできることには協力しなけれ

ばと思っていますので、頼れる備前市であるよう、備前市民であることを望

んでいます。 

70 代／女性 

財政的に無理とは思うが、文化施設の充実を希望。特に、図書室について

は、市の施設にしてはお粗末だと思う。ボランティアなどを入れて図書室の

リメイクや、レイアウトなど考えてほしい。 また、病院の診療科目も充実

してほしい。 

70 代／女性 高齢者や子どもたちが安心して暮らせる福祉の充実した市にしてほしい。 

70 代／女性 

もっと市民の側に立って市政を行ってほしい。実際に住んでいる市民（特に

高齢者や子ども、障害者）が安心して生活できる環境（例えば、生活道路、

防災、医療など）を充実させてほしい。まず、市民が日々の暮らしに満足で

きなければ、住みよい環境とは言えないし、市（行政）に対する評価も高く

ならないと思う。税金が自分たちの身近なところで使われている実感がな

い。 

70 代／女性 

間もなく７５才になります。車の運転ができなく、主人が入院した時、足に

困ります。何か小さな助けがあればといつも思います。シルバー人材セン

ター等どのように利用させていただけるかと思いながら、この２、３年過ご

しています。タクシーばかり使いますが、買い物も遠い所ですし、経済的に

何かよい方法が知りたいと思います。 

70 代／女性 

財政は危機にありながら、日生架橋、備前病院建て替え等々、どこから財源

が出るのか。いくら市民の要望とはいえ、した後の維持費、借入金はどのよ

うにするのか。４万足らずの人に公立病院が３つもあるとは、医師の確保も

ままならないのに赤字が増えるのみ。他の市町村等（瀬戸内市、赤磐市、岡

山市の東部など）と一緒に病院建設は考えられなかったのか。岡山市の東部

より東に大病院はない。島の人が急病の時困るというが、本土も、医師のそ

ろわない病院では岡山市まで行かねばならない。 赤穂市、上郡市と一緒に

なって何かメリットがあるのか。県境を越えてするより岡山県内でしてほし

い（日生の人にとっては、よいのかもしれないが）。企業誘致をするとか、交

通の便をよくするとか、もっと市民の声をよく聞いてしてほしい。市職員も

市長も、すべてのことにおいて、正の面のみでなく負の面もしっかり出し、

これで市がよくなるのか考えてほしい。 市長さんに。任期が終われば他市

へ出られるとかの噂もとんでいます。「市民の要望をした」「あとは知らな

い」では困ります。 議会も（議員）しっかり全体の見える人になってほし

い。山陽新聞などの記者の方がよくわかっているとは、なんと皮肉なこと

か。情けない。 市の職員の方はよく頑張っておられるが、市長さんに思う

ことが言えるような職場になってほしい。意見をすると左遷される職場でな
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く、しっかり聞く耳を持ち、市の将来を見据えた市政をしてほしい。 市長

さん、市職員の人に、安心して将来も暮らせる市に。 市民の中には、市の

財政事情に疎い人も多いので、要望のみ言っている、それを満たすばかりが

よい市政ではない。市全体のことを考え、将来を見据えた、よりよい健全な

市にしてほしい！ 夕張市のようにならないように。 市職員の方が思った

ことを言える市長さんになってほしい。日生が優遇されているのでは？ 市

外への流出者が多い原因をつきつめて考えてほしい。 市会議員の人に、

もっとしっかり市全体を見聞きしてほしい。全体が見えていない人がいる。 

70 代／女性 

若いお母さんでも働いている割合が増えています。幼稚園や保育園の預かり

保育の時間を、現状の午後６時から午後７時にして改善してあげてくださ

い。幼児がいる世帯には、約１年分のゴミ袋を支給するなど、子育てがしや

すい施策を多く実施して若者の定住化を図る。 

70 代／女性 

私は三石に住んでいます。居住地は旧備前市ということになりますが、三石

地区には独特の不便さがあるように思います。他地区にもそのようなことが

あるかもしれませんが、将来的に、もっと高齢になれば自活は困難（日常の

食料品の買物）になるでしょう。そのような不安ばかりが頭によぎり、近所

の人たちと会えばその話ばかりです。 

不明／男性 国政は衆愚政治の感があるが、備前市政はよくやっていると思う。 

不明／男性 
日々のお仕事ご苦労さまです。意識調査を行うこと自体、健全だと思いま

す。民意が反映されればいいですね。頑張ってください。 

不明／男性 このアンケートに意味があるのか・・・。必要ない気がします。 

不明／女性 

市役所に行った時、ある課にいった時、用事があって行っているのに、対応

する職員がなかなか来なかった。机に座って事務作業をしていても、常に窓

口を気にしていて、人が来たらすぐに対応してもらいたい。 

不明／不明 

備前市福祉事務所へ。生活保護担当の人を半年で異動しないでください。生

活保護の人はみじめです。生活保護の人は備前市内の病院に行ってください

と言われました。赤穂市へ行きたいと思いますがダメでした。●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●。これから

もいてほしいと思います。よろしくお願いします。 
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巻末資料：調査票 

 

問１ あなたは、備前市の住みやすさについてどう思われますか？ 

あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

１ 住みよい 

２ まあ住みよい 

３ どちらともいえない 

４ どちらかといえば住みにくい 

５ 住みにくい 

６ わからない 

 

問２ あなたは、これからも今の場所に住み続けたいと思いますか。それとも他へ引っ越したいと思い

ますか？あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

 

１ 今の場所に住み続けたい 

２ 市内でよいところがあれば引っ越したい 

３ 市外へ引っ越したい 

４ わからない 

 

問３ あなたは、備前市の市政運営について関心をお持ちですか？ 

あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

 

１ 関心がある 

２ どちらかといえば関心がある 

３ どちらかといえば関心がない 

４ 関心がない 

５ わからない 

 

問４ 市の収入が減少している中、今後、従来どおりの行政サービスの維持さえ難しくなることが予想

されます。そこで、財政運営と行政サービスとの関係について、あなたは、どのように考えます

か？ 

   あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

 

１ 市民の負担をふやしてでも今のサービスを維持するべきである 

２ 現在の財源の中で、行政サービスの質や量を見直すべきである 

３ 行政サービスが低下しても、将来的な健全財政を優先するべきである 

４ わからない 
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問５ あなたは、次に示す項目のうち備前市のまちづくりにとって何が重要だと思いますか？ 

重要だと思うものを５つまで選んで、番号に○をつけてください。 

１ 計画的に発展するまち 20
子どもが楽しんで学校生活をおくることが

できるまち 

２ 住環境が快適なまち 21 青少年が心身ともに健全に育つまち 

３ 公園緑地が充実したまち 22 多様な学習ができるまち 

４ 安心して水を使うことのできるまち 23
ライフステージにあったスポーツができる

まち 

５ 下水道が整備されたまち 24 文化を守りはぐくむまち 

６ 車で移動しやすいまち 25 生産性の高い農業を育成するまち 

７ 公共交通機関が整備されたまち 26 森林を守るまち 

８ 港を積極的に活用するまち 27 水産資源を保護・活用するまち 

９ 市民全体が環境に配慮するまち 28 多様な雇用機会のあるまち 

10 情報通信システムが整備されたまち 29 商・工業が活気のあるまち 

11 環境汚染を防止するまち 30 安心して働くことができるまち 

12 水害に強いまち 31 観光客が集うまち 

13 消防・防災体制が充実したまち 32
区会・町内会等の地域住民組織の活動がさ

かんなまち 

14 
安心して消費生活をおくることができるま

ち 
33

市民が身近なところでできることを自らす

すんで活動するまち 

15 安心して子育てができるまち 34 国際交流がさかんなまち 

16 障害者が自立して暮らすことができるまち 35
性別にとらわれず個性と能力を発揮できる

まち 

17 高齢者が安心して暮らすことができるまち 36 人権を尊重するまち 

18 生涯、健康に暮らせるまち 37 税金が効率的に使われているまち 

19 いつでも安心して医療が受けられるまち   
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問６ 次に示す備前市の取り組みについて、あなたはどの程度満足していますか？ 

各項目ごとにあてはまる番号を１つずつ選んで○をつけてください。 

 

 

満 足
まあ 

満足 

どちら

ともい

えない

やや 

不満 
不 満

わから 

ない 

・ 

意見なし

１ 計画的なまちの整備 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

２ 住環境の整備 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

３ 公園緑地の整備 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

４ 上水道の整備 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

５ 下水道の整備 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

６ 道路網の整備 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

７ バス路線の整備・維持 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

８ 港湾・漁港の整備 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

９ ゴミの減量化、資源化の推進 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

10 

地域情報化の推進 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

地域情報化：インターネットなどに代表される情報通信技術を利用して、地域の活性化や安心で便利な

社会をつくり出していくこと 

11 公害などの環境汚染の防止 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

12 河川・ため池改修、高潮対策の実施 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

13 消防・防災体制の充実 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

14 消費者保護 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

15 子育て支援 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

16 障害者への支援 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

17 高齢者への支援 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

18 健康づくりへの支援 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

19 医療体制の整備 ５ ４ ３ ２ １ ０ 
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満 足
まあ 

満足 

どちら

ともい

えない

やや 

不満 
不 満

わから 

ない 

・ 

意見なし

20 子どもの教育環境の整備・充実 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

21 青少年の健全育成 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

22 多様な学習機会の提供 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

23 スポーツをする機会や場所の提供 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

24 芸術文化に親しむ機会の提供 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

25 農業の振興 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

26 林業の振興 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

27 漁業の振興 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

28 企業誘致の推進 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

29 商・工業の振興 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

30 労働環境の整備 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

31 観光の振興 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

32 コミュニティ活動の支援 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

33 ボランティア活動の啓発と支援 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

34 国際交流の推進 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

35 男女共同参画の推進 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

36 人権の尊重 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

37 行財政改革の推進 ５ ４ ３ ２ １ ０ 
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問７ あなたは次の各記述についてどう思われますか？ 

各項目ごとにあてはまる番号を１つずつ選んで○をつけてください。 

 

そう思う
まあ 

そう思う

どちら

とも 

いえない

あまり 

そう 

思わない 

そう 

思わない

わから

ない 

・ 

意見なし

１ 
騒音、大気汚染などの公害に悩まさ

れている 
５ ４ ３ ２ １ ０ 

２ 交通マナーが守られている ５ ４ ３ ２ １ ０ 

３ 治安が悪くなってきている ５ ４ ３ ２ １ ０ 

４ 
安心して子どもを生み育てることが

できる 
５ ４ ３ ２ １ ０ 

５ 高齢者が安心して生活できる ５ ４ ３ ２ １ ０ 

６ 
子どもが楽しんで学校生活をおくっ

ている 
５ ４ ３ ２ １ ０ 

７ 

学校給食において食育が重要である ５ ４ ３ ２ １ ０ 

食育：健康で豊かな食生活や食習慣をおくる力を育てるとともに、地域の食材やその生産・流通

に携わる人たちを知り、食べ物の大切さやそれを育む自然の素晴らしさを学ぶこと 

８ 
地域や職場で男女が対等に活躍でき

ている 
５ ４ ３ ２ １ ０ 

９ 市の情報公開は進んでいる ５ ４ ３ ２ １ ０ 

10 市の窓口での対応に満足している ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 

 

問８ あなたは、週に1回以上市内路線バスを利用していますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ 利用している 

２ 利用していない 

 

 

問９ あなたは、ゴミの減量化、資源化に取り組んでいますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ 取り組んでいる 

２ 取り組んでいない 
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問10 あなたは、外出時のゴミは持ち帰るように心がけていますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ 心がけている 

２ 心がけていない 

 

問11 あなたは、照明、テレビ、エアコン等のつけっぱなしに気をつけたり、車の運転は急発進、急

加速をしないようにするなどの省エネルギーを実践していますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ 実践している 

２ 実践していない 

 

問12 あなたは、災害の際の緊急避難場所がどこか知っていますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ 知っている 

２ 知らない 

 

問13 あなたは、この１年間に何らかの消費者トラブル（高額な商品を買わされたり、身に覚えのな

い請求を受けたなど）にあったことがありますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ あ る 

２ な い 

 

問14 あなたは、自分の健康に気をつけていますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ 気をつけている 

２ 気をつけていない 

 

問15 あなたは、市や職場、医療機関等で健康診査（血圧・尿・血液検査等）を受けていますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ 毎年受けている 

２ ２～３年に１回受けている 

３ ほとんど受けていない 
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問16 あなたは、タバコを吸いますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ 吸う 

２ 吸わない 

３ 吸っていたがやめた 

 

問17 あなたは、自発的な学習に取り組んだり、趣味の会やサークル活動に参加していますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ 参加している 

２ 参加していない 

 

問18 あなたは、運動をしていますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ 週に２日以上している 

２ 週に１日はしている 

３ ほとんどしていない 

 

問19 あなたは、「広報びぜん」を読んでいますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ 読んでいる 

２ 読んでいない 

 

問20 あなたは、市議会の広報紙「市議会だより」を読んでいますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ 読んでいる 

２ 読んでいない 

３ 発行を知らない 

 

問21 あなたは、この１年間で、何らかのボランティア活動を行ったことがありますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ あ る 

２ な い 
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備前市全体についておうかがいします。 

現在、あなたにとって備前市（まち全体※）は、１００点満点で何点ですか？ 

 

 

                              点 

※ 行政（市役所）のことだけでなく、「備前市」というまちの総合点です。 

問22 あなたは、この１年間で、市役所（総合支所を含む。）の窓口で、手続き上の不便を感じたこと

がありますか？ 

あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

１ あ る 

２ な い 

３ この１年間市役所（総合支所を含む。）へ行っていない 

 

問23 あなたは、市に情報公開を求めることができる情報公開制度や個人の権利や利益を保護するた

めの個人情報保護制度があることを知っていますか？ 

あてはまる番号に○をつけてください。 

１ 知っている 

２ 知らない 

 

問24 合併の結果、あなたの生活環境はどのように変わりましたか？ 

あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

１ よくなった 

２ ややよくなった 

３ かわらない 

４ やや悪くなった 

５ 悪くなった 

 

問25 あなたは、備前市の市政に市民の意見が十分に反映されていると思われますか？ 

あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

１ 十分反映されている 

２ まあ反映されている 

３ どちらともいえない 

４ あまり反映されていない 

５ まったく反映されていない 

６ わからない 

 

問26 
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今年度は、男女共同参画社会の推進に関する調査もさせていただきます。 

 

 

問27 あなたは、男女の役割分担に対する意識についてどう思いますか？ 

あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

１ 男性は仕事、女性は家庭にいるのがよい 

２ 男女とも仕事を持ち、家庭のことは女性が責任を持つのがよい 

３ 男女とも仕事を持ち、家庭でも責任を分担するのがよい 

４ 男女の固定的な役割分担にとらわれず、女性が仕事を持ち、男性が家庭にいるのも

よい 

５ その他（                                ） 

 

問28 あなたのご家庭では、日ごろ次のような役割を主に誰が行っていますか？ 

各項目ごとにあてはまる番号を１つずつ選んで○をつけてください。 

 
主として

夫・父 

主として

妻・母 

夫婦 

同程度 

主として

子ども 
家族全員 その他 

１ 食事のしたく ５ ４ ３ ２ １ ０ 

２ 食事の後片付け ５ ４ ３ ２ １ ０ 

３ 掃除 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

４ 洗濯 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

５ 買い物 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

６ 子どものしつけや教育 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

７ 子どもの育児や世話 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

８ 老人や病人の世話 ５ ４ ３ ２ １ ０ 

９ 近所や親類の付き合い ５ ４ ３ ２ １ ０ 

10 自治会や町内会活動 ５ ４ ３ ２ １ ０ 
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問29-1 あなたは、社会通念、慣習、社会制度について、男性と女性ではどちらが優遇されていると

思いますか？ 

あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

１ 男性の方が非常に優遇されている 

２ どちらかといえば男性の方が優遇されている 

３ 男女平等になっている 

４ 女性の方が非常に優遇されている 

５ どちらかといえば女性の方が優遇されている 

６ わからない 

 

問29-2 問29-1で「１ 男性の方が非常に優遇されている」、「２ どちらかといえば男性の方が優

遇されている」と答えた方におたずねします。 

男性の方が優遇されている原因について、あてはまると思う番号を３つまで選んで○をつけてく

ださい。 

１ 男女の役割分担についての社会通念、慣習・しきたりなどが根強いと思うから 

２ 女性が能力を発揮できる環境や機会が十分でないと思うから 

３ 能力を発揮している女性を適正に評価する仕組みが欠けていると思うから 

４ 男女の平等について、男性の問題意識が薄いと思うから 

５ 男女の平等について、女性の問題意識が薄いと思うから 

６ 女性の意欲や能力が男性に比べて劣っていると思うから 

７ 育児や介護などを男女がともに担うためのサービスや制度がないと思うから 

８ 専業主婦に有利な税制や社会保障制度が男女の役割分担を助長していると思うから 

９ わからない 

10 その他（                                 ）

 

問30 あなたは、女性の就業について、どう思いますか？ 

あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

１ 子どもができても、ずっと仕事を続ける方がよい 

２ 結婚・出産を機に仕事をやめ、子どもが大きくなったら再び就業した方がよい 

３ 子どもができるまでには仕事をやめる方がよい 

４ 女性は就業しない方がよい 

５ その他（                                 ） 
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問31 あなたは、男女共同参画社会の実現のために行政がすべきことはなんだと思いますか？ 

重要だと思うものを３つまで選んで○をつけてください。 

１ 病人や高齢者などの介護等に対する社会的サービスの充実 

２ 保育サービスや学童保育など仕事と子育ての両立支援の充実 

３ 学校教育、社会教育などの場での男女の平等と相互の理解や協力についての学習の充

実 

４ 出産休暇や育児休業などの制度の充実 

５ 町内会など、地域コミュニティ活動における男女共同参画の推進 

６ 職場における男女平等な取り扱い等の周知徹底 

７ 女性の就労機会の確保と就業教育や訓練の充実 

８ 女性の政策決定の場への積極的登用 

９ 男女共同参画社会にかかわる情報の収集・提供 

10 広報紙、講演会などによる男女の平等や慣習の見直しなどの啓発 

11 リーダー養成など女性の人材育成の推進 

12 女性に対する暴力の防止及び被害者の支援促進 

13 その他（                                 ）

 

問32-1 あなたは、今までＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）と思われる行為を受けたことがあ

りますか？ 

あてはまる番号を１つ選んで○をつけてください。 

※ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、夫婦（恋人）間暴力のことで、パートナーから

の暴力をいう。殴る、蹴るなどの身体的暴力、言葉による精神的暴力、性的暴力などがある。

一般に「ＤＶ」と略して使われる。 

１ はい 

２ いいえ 

３ わからない 

 

問32-2 問32-1で「１ はい」と答えた方におたずねします。あなたは、次のどの行為を受けまし

たか？ 

あてはまる番号全てに○をつけてください。 

１ 殴る、蹴るなどの身体的暴力を受けた 

２ 携帯電話をチェックされたり、無視されたり、暴言を吐かれたり精神的暴力を受けた 

３ 見たくないポルノビデオを見せられたり、いやがっているのに性的行為を強要された

り、避妊に協力してくれないなどの性的暴力を受けた 

４ 生活費を入れてくれない、外で働くことを妨げるなどの経済的暴力を受けた 

５ 外出を制限する、友人、親戚との付き合いを禁止するなどの社会的隔離を受けた 

６ その他（                                 ） 
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問32-3 問32-1で「1 はい」と答えた方におたずねします。ＤＶ（ドメスティック・バイオレン

ス）と思われる行為を受けたとき、どこへ相談しましたか？ 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１ 親族 

２ 友人・知人 

３ 民生委員 

４ 医師・カウンセラーなど 

５ 弁護士 

６ 人権擁護委員 

７ 警察 

８ 市や県の相談窓口 

９ 民間の相談機関 

10 どこへも相談しなかった 

11 その他（                                 ）

 

問33 あなたは、ＤＶをなくすためには、どのような支援や対策が必要だと思いますか？ 

必要だと思う番号を３つまで選んで○をつけてください。 

 

 

男女共同参画社会に関することでご意見がありましたら、自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

１ ＤＶは犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害であることの周知・啓発 

２ 被害者への身の安全を保障できる場所（シェルター等）の提供 

３ 被害者への相談窓口をふやしたり、相談窓口の情報提供 

４ 被害者への弁護士、警察、裁判所などによる法的援助 

５ お互いの人権を大切にする教育の充実 

６ 被害者への経済的な自立に向けた支援 

７ 被害者への医師、カウンセラーなどの医療・心理的援助 

８ 被害者に対する周囲の理解と協力 

９ 被害者への民間支援グループなどによる援助 

10 加害者への指導やカウンセリング 

11 加害者への罰則の強化 

12 その他（                                 ）
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問34 最後にあなた自身のことについておたずねします。 

それぞれの項目ごとにお答えください。 

(1) あなたの性別は？ 

（番号を１つ選んで○をつけてください） 

１ 男 

２ 女 

(2) あなたの年齢は？ 

（平成２２年４月１日現在の満年齢を記入

してください） 

        

         

満     歳 

(3) あなたの居住地は？ 

（番号を１つ選んで○をつけてください） 

１ 備前地域（旧備前市） 

２ 日生地域（旧日生町） 

３ 吉永地域（旧吉永町） 

(4) あなたは備前市（合併前の旧備前市・旧

日生町・旧吉永町を含む。）にお住まいに

なって何年になりますか？ 

（番号を１つ選んで○をつけてください） 

１ ２年未満 

２ ２年以上５年未満 

３ ５年以上10年未満 

４ 10年以上20年未満 

５ 20年以上 

(5-1) あなたの職業は？ 

（番号を１つ選んで○をつけてください） 

１ 自営業   

２ 会社員 

３ 公務員   

４ パート・アルバイト・派遣社員 

５ 専業主婦・専業主夫   

６ 学 生   

７ 無 職   

８ その他 

（具体的にご記入ください           ）

(5-2) (5-1)で１～４と答えた方にお聞きし

ます。 

あなたの業種は？ 

（番号を１つ選んで○をつけてください） 

１ 農林漁業      

２ 建設業      

３ 製造業   

４ 運輸・通信業    

５ 卸売・小売業   

６ 金融・保険業    

７ サービス業   

８ 官公庁 

９ その他 

（具体的にご記入ください           ）

(6) あなたを含む同居の家族は何人ですか？

（人数を数字で記入してください） 

 

      人 
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(7-1) あなたには現在養育中の子どもがい

ますか？ 

（番号を１つ選んで○をつけてください） 

１ い る 

２ いない 

(7-2) (7-1)で「1 いる」と答えた方にお

聞きします。 

合計で何人いますか？ 

また、１～４のどちらにそれぞれ何人該

当しますか？ 

（合計人数を数字で記入し、該当するもの

すべてについてそれぞれの人数を数字で記

入してください） 

 

合計     人  うち、 

 

１ 小学生未満               人 

 

２ 小学生                 人 

 

３ 中学生                 人 

 

４ それ以外（高校生、大学生など）     人 

(8) あなたの同居の家族（あなた以外）に 

６５歳以上の高齢者がいますか？ 

（番号を１つ選んで○をつけてください） 

１ い る 

２ いない 

(9-1) あなたは現時点で、長期的な病気や

障害を抱えていますか？  

 （番号を１つ選んで○をつけてください） 

１ 抱えている 

２ 抱えていない 

(9-2) (9-1)で「１ 抱えている」と答えた

方にお聞きします。 

あなたは長期的な病気や障害により日常

生活に支障をきたしていますか？  

 （番号を１つ選んで○をつけてください） 

１ 支障がある 

２ やや支障がある 

３ あまり支障はない 

４ 支障はない 

(10) あなたが病気にかかったとき、最もよ

く利用する医療機関はどれですか？ 

（番号を１つ選んで○をつけてください） 

１ 市立備前病院 

２ 市立日生病院 

３ 市立吉永病院 

４ 市内の民間病院・医院 

５ 市外の病院・医院 

６ この１年間医療機関へ行っていない 

(11) パソコンの所有と利用状況について、

あなたは次の記述のどれにあてはまります

か？ 

（番号を１つ選んで○をつけてください） 

１ 家のパソコンでインターネットを使っている 

２ 家のパソコンは使っているが、インターネットは

使っていない 

３ 家にパソコンはあるが、使っていない  

４ 家にパソコンはない 

５ わからない 

(12-1) あなたは携帯電話をお持ちですか？

（番号を１つ選んで○をつけてください） 

１ 持っている 

２ 持っていない 
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(12-2) (12-1)で「1 持っている」と答

えた方にお聞きします。 

携帯電話をどのように利用されています

か？ 

（該当する番号をすべて選んで○をつけて

ください） 

１ 通 話 

 

２ メールの送受信 

 

３ サイトの閲覧 

(13) あなたの世帯では車を何台お持ちです

か？ 

（番号を１つ選んで○をつけてください） 

１ １台 

２ ２台 

３ ３台以上 

４ なし 

 

 

 

その他市政に関することでご意見がありましたら、自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


